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☝必ずご確認ください 

日商簿記検定試験は、統一試験およびネット試験(３級・２級のみ)にて実施されます。 

統一試験は、例年、６月の第２日曜日、11月の第３日曜日および２月の第４日曜日に実施されます。ネット試

験は、随時申込受験となります。 

本試験の概要につきましては、変更となる場合もございますので予めご承知おきください。 

なお、受験申込手続きは必ず皆様方ご自身で行っていただきますようお願い申し上げます。 

 

 統一試験 (紙の試験) ネット試験 (PC の試験) 

受験資格 制限なし 制限なし 

申込方法 インターネットでの申込み、商工会議所窓口

での申込みなど、各商工会議所により申込手続

き方法や申込期間が異なります。必ずホームペ

ージをご確認ください。 

 

※東京23区内では、3・2級の統一試験は実施さ

れません（ネット試験のみ実施） 

インターネットでの申込みおよび会場への問

い合わせでの申込みとなります。 

インターネット申込みの場合、「テストセンタ

ー」の全国統一申込サイトから、受験希望日時、

受験希望会場、受験者情報などを入力いただ

き、クレジットカード、コンビニ払いにより受

験料および申込手数料を決済します。 

受験料 
(税込) 

(３級) 3,300円 (２級) 5,500円 (１級) 8,800円 

なお、商工会議所により事務手数料等が別途発

生する場合があります。 

 (３級) 3,300円 (２級) 5,500円 

なお、インターネット申込みの場合、事務手数

料550円が別途発生します。 

試験日 年に３回実施 

(６月の第２日曜日、11月の第３日曜日、２月の第４日曜日) 

なお、２月は１級の実施はありません。 

申込み専用サイト上で、受験希望日を選択し

ます。なお、受験会場により、受験可能日は異

なります。 

試験時間 (３級)６０分 (２級)９０分 (１級)１８０分 (３級)６０分 (２級)９０分  

合格発表 ３級・２級は試験後約２～３週間後に、１級

は試験後約２か月後に発表となります。合格発

表日は商工会議所により異なるため、詳細はホ

ームページをご確認ください。 

試験終了後、自動採点のうえ、その場で合否

判定が出ます。 

電 卓 お よ
び 筆 記 用
具 

計算器具は、電卓もしくはそろばんが使用で

きます。筆記用具については、黒鉛筆(Ｈもし

くはＨＢ)、シャープペンシル、消しゴムに限

ります。 

計算器具は電卓のみ使用できます(そろばんは

持込不可)。筆記用具については、各テストセン

ターの指示に従ってください。 

(2026年3月現在) 

◆日商簿記検定試験に関する詳細は下記までお問い合わせください。 

日商簿記検定試験について 

 
 

日本商工会議所・各地商工会議所 ホームページ http://www.kentei.ne.jp/ 

（所在地・お問い合わせ先は、商工会議所により異なります。各地のホームページをご参照ください。） 



 

 

はじめに 
 

この度は、ＴＡＣ簿記検定講座をご受講いただきましてまことにありがとうございます。

本書は、当講座を受講される方のため教材や各種フォローサービス等に関するご案内をま

とめた“講座別受講ガイド”です。別途お渡ししております『ＴＡＣ利用ガイド』と併せ

てご覧ください。また、受講終了までご利用いただくものとなりますので、大切に保管し

ていただきますようお願い申し上げます。 

 

ＴＡＣは合格のために必要な知識や受験テクニックを受講生の皆様に効率よく提供す

ることにより、最短距離で合格していただくことを第一の目的と考えております。したが

って、本書はこれから簿記検定試験合格を目指すにあたり、受講生の皆様にどのように当

講座を利用していただくか、その効果的な活用方法を項目ごとに要約しております。 

 

皆様が合格を勝ち取れますよう、ＴＡＣ簿記検定講座の講師・スタッフ一同、精一杯サ

ポートさせていただきます。 

 

ＴＡＣ簿記検定講座 

 

 

 



 
簿記検定講座 受講ガイド 
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マイページ登録について 
TAC WEB SCHOOL マイページは、すべての受講生の

皆様に登録していただく必要がございます。 

登録をまだ行われていない場合は、 

[http://portal.tac-school.co.jp]にアクセスし、

→[ログインページへ]→[マイページ登録]と進み、

画面の案内に従って登録を完了させてください。 

 

 

 

以下については別冊「ＴＡＣ利用ガイド」
または TAC WEB SCHOOL をご覧ください。 
 

通学メディア・通信メディア共通編 

１．ＴＡＣ利用上の注意事項  

２．講座開始日と受講期間  

３．会員証について  

４．TAC WEB SCHOOLについて  

５．施設利用上の注意事項  

６．自習室について  

７．日程変更について  

８．災害時の対応・行動  

９．教材を紛失した場合  

10．住所等を変更される場合 ※  

11．在籍証明書・履修証明書について  

 

教室講座・ビデオブース講座編 

１．教室講座受講上の諸注意  

２．教材の受け取り  

３．ビデオブース講座受講上の諸注意  

４．ビデオブース利用方法  

 

通信メディア編 

１．教材発送について  

２．ＷＥＢでの受講方法  

３．TAC WEB SCHOOLでの受講方法 

４．Schoo Swingでの受講方法  

 

※住所等を変更される際にご提出いただく「変更届出

書」は「TAC利用ガイド」巻末に収録しています。 

 

 



 

 

  

 
 

 

 
通学メディア・通信メディア共通編 
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１ 会員証について 
 

ＴＡＣ受講生となった方には、「会員証」を発行いたします。 

 会員証は、皆様がＴＡＣの受講生であることを証明する大切なものです。ＴＡＣご利用の際

には、常に携帯していただき、以下の注意事項を遵守してください。 

 

１．会員証について 

（１）会員証は本人のみに有効であり、他人へ譲渡または貸与することはできません。 

（２）会員証を紛失した場合には、受付窓口にて再発行いたします。なお、再発行には、別

途手数料がかかります。この場合、再発行日以前の講義は欠席分を含めて、日程表ど

おりに出席したものとして扱います。また、テキスト等の教材もお渡し済みとして処

理いたします。 

（３）会員証を不正に利用させた場合、並びに不正に利用した場合には、当該コース正規受

講料の３倍の料金を申し受けます。 

（４）会員証に表示されている有効期限を過ぎると講義の受講、教材の受取、フォロー制度

や自習室の利用は一切できません。 

 

２．会員証はこのような場面で使用します 

（１）教室講義への出席時やビデオブースを利用する時には、会員証を提示してくださ

い。 

教室で講義を受ける時は、会員証は必ず机の上に出しておいてください。講師・ス

タッフが専用スキャナーによる会員証記載の二次元バーコードのスキャンを行いま

す（通信メディアの方がスクーリングを利用する際も同様です）。 

ビデオブースを利用する場合には、視聴前に受付に会員証を提示し教材をお受け取り

ください。 

※もし会員証を忘れてしまったら… 

     講義を受ける前に、受付にて「仮受講証」の交付を受けてください。 

「仮受講証」の交付がない場合には、講義の受講ができません。 

（２）教材を受け取る際には、会員証を提示してください。テキスト等使用教材につきま

しては、受付にてお渡しします。 

（３）クラス振替出席フォロー・クラス重複出席フォローをご利用の際は、会員証をお持

ちください。専用スキャナーによる会員証記載の二次元バーコードのスキャンを行

います。 

（４）自習室利用の際にも会員証を携帯してください。スタッフが会員証の確認・スキャ

ンを行う場合があります。 

また、お申込みのコースによっては自習室をご利用できない場合があります。詳し

くは、『ＴＡＣ利用ガイド』の通学メディア・通信メディア共通編「 6.自習室につ

いて」をご確認ください。 
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３．会員証の有効期限 

（１）会員証には、有効期限が表示されています。ＴＡＣサービスのご利用は、すべて有

効期限内に完了してください。また、自習室のご利用も有効期限内となります。 

（２）会員証の有効期限を過ぎた場合には、教材の受け取りなど「該当する目標年度の各

種サービス」のご利用は一切できなくなりますのでご注意ください。 

（３）会員証の有効期限は、ＴＡＣサービスの利用期限となります。受講契約の解約・返

金時に算定の基礎となる受講期間とは異なりますのでご注意ください。 

 

４．会員証の書替手続き 

お申込みの講座・登録コースによっては、会員証の書替手続き（模擬試験の受験票発行な

ど）が必要となる場合があります。詳しくは専用の案内書をご確認いただくか、受付窓口に

てご確認ください。 

 

５．会員証を紛失した場合 

（１）受付窓口で再発行いたします。その際、①「身分証明書（運転免許証など）」②「証明

写真（３ｃｍ×2.4ｃｍ。紛失した会員証の枚数＋１枚）」③「印鑑」をご用意くださ

い。 

（２）再発行の際は、再発行手数料［会員証１枚につき５００円（税込）］がかかります。 

（３）再発行日以前の講義は欠席分を含めて、登録コースの日程表どおりに出席したものと

して扱い、教材はお渡し済みとして処理いたします。 

    また、各講座の無料再受講制度についてはご利用いただけなくなりますので、あらか

じめご了承ください。 

（４）再発行会員証のお渡しは申請書受取日から原則3日後となります。 
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２ 講義・教材について 
 

１．講義一覧                                2026年3月現在 

講 義 名 内  容 

３･

２
級
ス
テ
ッ
プ
合
格
本
科
生(

Ｌ)  

３
級
合
格
本
科
生 

３
級
商
簿
講
義 

３
級
直
前
対
策 

３
級
解
法
テ
ク
ニ
ッ
ク
講
義 

３
・
２
級
ス
ッ
キ
リ
パ
ッ
ク 

３
級
ス
ッ
キ
リ
パ
ッ
ク 

３
・
２
級
み
ん
欲
し
！
パ
ッ
ク 

３
級
み
ん
欲
し
！
パ
ッ
ク 

３ 
級 

３級 

商簿講義 

出題頻度の高い論点を中心に３級

合格のために必要な基礎知識を身

につける講義です。 

● ● ● － － － － － － 

３級ポイント 

解説Ｗｅｂ講義 

1回約30分で、テーマごとのポイン

ト学習ができる講義です。 

スッキリとみん欲しは異なるＷｅｂ講義です 

－ － － － － ● ● ● ● 

３級解法 

テクニック講義 

本試験レベルの問題集をもとに、解

答力をさらに養成する講義です。 
● ● － － ● － － ● ● 

３級総まとめ 

講義演習 

本試験の傾向を踏まえた対策・解法

テクニックを学習する講義です。 
● ● － ● － － － － － 

３級 

プレ答練 

解法力完成答練の前に問題の解き

方の手順を確認する講義です。 

(配付・解説動画のみ) 

● ● － ● － － － ● ● 

３級解法力 

完成答練  

本試験形式の問題演習を通して時

間配分や解答手順の確認と同時に

重要論点の再確認をします。 

● ● － ● － － － 
● 

第１回 

● 

第１回 

各コースで実施する講義に●印がついています。 
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講 義 名 内  容 

３･

２
級
ス
テ
ッ
プ
合
格
本
科
生(

Ｌ) 

２
級
合
格
本
科
生 

２
級
講
義
パ
ッ
ク 

２
級
直
前
対
策 

２
級
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
義 

２
級
解
法
テ
ク
ニ
ッ
ク
講
義 

３
・
２
級
ス
ッ
キ
リ
パ
ッ
ク 

２
級
ス
ッ
キ
リ
パ
ッ
ク 

３
・
２
級
み
ん
欲
し
！
パ
ッ
ク 

２
級
み
ん
欲
し
！
パ
ッ
ク 

２ 

級 

２級スタート 

アップ講義 

２級の学習開始前に３級の

学習内容を効率的に学習で

きる講義です。 

－ ● － － ● － － － － － 

２級講義 

（商簿・工簿） 

出題頻度の高い論点を中心

に２級合格のために必要な

商簿・工簿の基礎知識を身

につける講義です。 

● ● ● － － － － － － － 

２級ポイント 

解説Ｗｅｂ講義 

（商簿・工簿） 

1回約30分で、テーマごと

のポイント学習ができる講

義です。 

スッキリとみん欲しは異なるＷｅｂ

講義です 

－ － － － － － ● ● ● ● 

２級解法 

テクニック講義 

本試験レベルの問題集をも

とに解答力をさらに養成す

る講義です。 

● ● － － － ● － － ● ● 

２級総まとめ 

講義演習 

総合問題を通じて本試験の

傾向を踏まえた対策・解法

テクニックを学習する講義

です。 

● ● － ● － － － － － － 

２級 

プレ答練 

解法力完成答練の前に問題

の解き方の手順を確認する

講義です。 

● ● － ● － － － － ● ● 

２級解法力 

完成答練 

本試験形式の問題演習を通

して時間配分や解答手順を

確認すると同時に重要論点

の再確認を行います。 

● ● － ● － － 
● 

第1･2回 

● 

第1･2回 

● 

第1･2回 

● 

第1･2回 

各コースで実施する講義に●印がついています。 
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2026年・2027年目標 

講 義 名 内  容 

１
級
合
格
本
科
生 

１
級
講
義
パ
ッ
ク 

１
級
直
前
対
策 

１
級
全
国
公
開
模
試 

１
級
収
益
認
識
対
策
セ
ミ
ナ
ー 

工
簿
・
原
計
数
式
マ
ス
タ
ー
講
義 

１
級
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
義 

１
級
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
答
練 

１
級
意
思
決
定
対
策
セ
ミ
ナ
ー 

１
級 

初
学
者 

１級スタート 

アップ講義 

１級の学習開始前に２級の学習内容を効率的に

確認できる講義です。 
● - - - - - ● - - 

講義 

（商会・工原） 

１級合格のために必要な商業簿記・会計学・工

業簿記・原価計算の各内容を身につける講義で

す。また、講義内で定期的に基礎答練を実施し、

総合問題への対応方法・解法テクニックも身に

つけます。 

● ● - - - - - - - 

直前講義演習

（商会） 

的中答練の前に、改正論点の講義と重要論点の

復習を行います。 
● - ● - - - - - - 

直前講義演習

（工原） 

的中答練の前に、基礎論点の再確認と重要論点

の復習を行います。 
● - ● - - - - - - 

的中答練 

（商会・工原） 

本試験形式の問題演習を通して時間配分や解答

手順を確認すると同時に重要論点の再確認を行

います。 

● - ● - - - - - - 

全国公開模試 

本試験直前の実践演習の場として、ＴＡＣの本

試験予想に基づき、ＴＡＣ受講生以外の方も受

験する全国規模の本試験形式の予想模試です。 

● - ● ● - - - - - 

［単科］ 

収益認識 

対策セミナー 

過去の本試験で出題された収益認識基準を分析

し、問題を解きながら新基準の内容を解説しま

す。※Ｗｅｂ通信講座のみ 

- - - - ● - - - - 

［単科］ 

工簿・原計数式 

マスター講義 

１級の工業簿記・原価計算の重要論点である「部

門別計算」や「意思決定」の一部で必要となる

数式や数学の考え方を解説します。 

※Ｗｅｂ通信講座のみ 

- - - - - ● - - - 

［単科］ 

レベルアップ 

答練 

１級の標準的レベルの総合問題を早い段階から

取り組むことで、基礎力の向上および演習の強

化につとめます。 

※Ｗｅｂ通信講座のみ 

- - - - - - - ● - 

［単科］ 

意思決定対策 

セミナー 

特に苦手意識を感じやすい意思決定の問題につ

いて、解答のコツや考え方、解き方を伝授しま

す。 

※本科生・パック生限定 ※Ｗｅｂ通信講座のみ 

        ● 

各コースで実施する講義に●印がついています。 
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2026年・2027年目標 

講 義 名 内  容 

１
級
上
級
合
格
本
科
生 

１
級
上
級
演
習 

１
級
直
前
対
策 

１
級
全
国
公
開
模
試 

１級 

受験 

経験者 

上級講義 

（商会） 

商業簿記・会計学の出題予想に基づいた論点を重点的

に学習しつつ、その他の論点も網羅的に復習する講義

です。 

● - - - 

上級講義 

（工原） 

工業簿記・原価計算の重要論点を復習する講義です。

また、講義内では、演習を用いながら問題への対応方

法・解法テクニックを解説します。 

● - - - 

上級演習 

（商会・工原） 

本試験形式のハイレベルな問題演習を通じて、重要論

点の確認を行うとともに、早い段階で直前期に向けて

得点力を養います。 

● ● - - 

直前講義演習 

（商会） 

的中答練の前に、改正論点の講義と重要論点の復習を

行います。 
● - ● - 

直前講義演習 

（工原） 

的中答練の前に、基礎論点の再確認と重要論点の復習

を行います。 
● - ● - 

的中答練 

（商会・工原） 

本試験形式の問題演習を通して時間配分や解答手順

を確認すると同時に重要論点の再確認を行います。 
● - ● - 

全国公開模試 

本試験直前の実践演習の場として、ＴＡＣの本試験予

想に基づき、ＴＡＣ受講生以外の方も受験する全国規

模の本試験形式の予想模試です。 

● - ● ● 

各コースで実施する講義に●印がついています。 
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２．コース別配布教材一覧                        2026年3月現在 

講 義 名 内  容 

３･

２
級
ス
テ
ッ
プ
合
格
本
科
生(

Ｌ)  

３
級
合
格
本
科
生 

３
級
商
簿
講
義 

３
級
直
前
対
策 

３
級
解
法
テ
ク
ニ
ッ
ク
講
義 

３
・
２
級
ス
ッ
キ
リ
パ
ッ
ク 

３
級
ス
ッ
キ
リ
パ
ッ
ク 

３
・
２
級
み
ん
欲
し
！
パ
ッ
ク 

３
級
み
ん
欲
し
！
パ
ッ
ク 

３ 

級 

３級商簿講義 

３級合格テキスト 

３級合格トレーニング 

ミニテスト 

実力テスト（通信メディアのみ） 

● ● ● － － － － － － 

３級ポイント 

解説Ｗｅｂ講義 

スッキリわかる日商簿記３級 

スッキリうかる本試験予想問題集 

－ － － － － 

● ● － － 

簿記の教科書 日商３級 

簿記の問題集 日商３級 
－ － ● ● 

３級解法 

テクニック講義 

合格するための本試験 

問題集（３級） 
● ● － － ● － － ● ● 

３級総まとめ 

講義演習 
３級総まとめ講義演習 ● ● － ● － － － － － 

３級プレ答練 
３級プレ答練 

(配付・解説動画のみ) 
● ● － ● － － － ● ● 

３級解法力 

完成答練 
３級解法力完成答練①～③ ● ● － ● － － － 

● 

第１回 

● 

第１回 

 

 

 

 

※教材の訂正情報について 

配布教材に訂正が判明した場合は、TAC WEB SCHOOLにて公開しています。ログイン後、学習フ

ォローの［正誤情報］メニューをクリックし、教材の訂正情報を確認してください。 



- 11 - 

 

講 義 名 内  容 

３･

２
級
ス
テ
ッ
プ
合
格
本
科
生(

Ｌ) 

２
級
合
格
本
科
生 

２
級
講
義
パ
ッ
ク 

２
級
直
前
対
策 

２
級
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
義 

２
級
解
法
テ
ク
ニ
ッ
ク
講
義 

３
・
２
級
ス
ッ
キ
リ
パ
ッ
ク 

２
級
ス
ッ
キ
リ
パ
ッ
ク 

３
・
２
級
み
ん
欲
し
！
パ
ッ
ク 

２
級
み
ん
欲
し
！
パ
ッ
ク 

２ 

級 

２級 

スタート 

アップ講義 

２級スタートアップ講義 

テキスト 
－ ● － － ● － － － － － 

２級 

商簿講義 

工簿講義 

合格テキスト 商簿・工簿 

合格トレーニング商簿・工簿 

ミニテスト 

実力テスト（通信メディアのみ） 

● ● ● － － － － － － － 

２級 

ポイント 

解説Ｗｅｂ 

講義 

スッキリわかる２級商簿・工簿 

スッキリうかる本試験予想問題集  － － － － － － 

● ● － － 

簿記の教科書 ２級商簿・工簿 

簿記の問題集 ２級商簿・工簿 
－ － ● ● 

２級解法 

テクニック 

講義 

合格するための本試験問題集 

（２級） 
● ● － － － ● － － ● ● 

２級総まとめ 

講義演習 
２級総まとめ講義演習 ● ● － ● － － － － － － 

２級プレ 

答練 
２級プレ答練 ● ● － ● － － － － ● ● 

２級解法力 

完成答練 
２級解法力完成答練①～④ ● ● － ● － － 

● 

第1･2回 

● 

第1･2回 

● 

第1･2回 

● 

第1･2回 

 

 

 

 

 

※教材の訂正情報について 

配布教材に訂正が判明した場合は、TAC WEB SCHOOLにて公開しています。ログイン後、学習フ

ォローの［正誤情報］メニューをクリックし、教材の訂正情報を確認してください。 
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2026年・2027年目標 

講 義 名 内  容 

１
級
合
格
本
科
生 

１
級
講
義
パ
ッ
ク 

１
級
直
前
対
策 

１
級
全
国
公
開
模
試 

１
級
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
義 

１
級
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
答
練 

１
級
収
益
認
識
対
策
セ
ミ
ナ
ー 

工
簿
・
原
計
数
式
マ
ス
タ
ー
講
義 

１
級
意
思
決
定
対
策
セ
ミ
ナ
ー 

１
級
初
学
者 

１級スタート 

アップ講義 

２級商業簿記合格テキスト 

２級商業簿記合格トレーニング 

２級工業簿記合格テキスト 

２級工業簿記合格トレーニング 

● - - - ● - - - - 

講義 

（商会） 

１級合格テキスト商会Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

１級合格トレーニング商会Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

１級合格テキスト解答用紙商会Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

ミニテスト 

基礎答練①～④ 

● ● - - - - - - - 

講義 

（工原） 

１級合格テキスト工原Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

１級合格トレーニング工原Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

１級合格テキスト解答用紙工原Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

原価計算基準レジュメ 

ミニテスト 

基礎答練①～④ 

● ● - - - - - - - 

直前講義演習 直前講義演習冊子（商会・工原） ● - ● - - - - - - 

的中答練 （各科目）的中答練①～⑤ ● - ● - - - - - - 

全国公開模試 
全国公開模試 問題 

解答解説冊子 
● - ● ● - - - - - 

レベルアップ 

答練 
（各科目）レベルアップ答練①～⑤ - - - - - ● - - - 

収益認識対策 

セミナー 

工簿・原計数式 

マスター講義 

意思決定対策 

セミナー 

講義録（Ｗｅｂ通信講座のみ） - - - - - - ● ● ● 

※「日商簿記１級合格するための過去問題集」は、必要に応じてご自身でご購入ください 

※教材の訂正情報について 

配布教材に訂正が判明した場合は、TAC WEB SCHOOLにて公開しています。ログイン後、学習フ

ォローの［正誤情報］メニューをクリックし、教材の訂正情報を確認してください。 
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2026年・2027年目標 

講 義 名 内  容 

１
級
上
級
合
格
本
科
生 

１
級
上
級
演
習 

１
級
直
前
対
策 

１
級
全
国
公
開
模
試 

１級 

受験 

経験者 

上級講義 

（商会） 

１級合格テキスト商会Ⅰ 

１級合格トレーニング商会Ⅰ 

１級合格テキスト商会Ⅱ 

１級合格トレーニング商会Ⅱ 

１級合格テキスト商会Ⅲ 

１級合格トレーニング商会Ⅲ 

● - - - 

上級講義 

（工原） 

１級合格テキスト工原Ⅰ 

１級合格トレーニング工原Ⅰ 

１級合格テキスト工原Ⅱ 

１級合格トレーニング工原Ⅱ 

１級合格テキスト工原Ⅲ 

１級合格トレーニング工原Ⅲ 

原価計算基準レジュメ 

● - - - 

上級演習 

（商会・工原） 
（各科目）上級演習①～⑥ ● ● - - 

直前講義演習 

（商会・工原） 
（各科目）直前講義演習冊子 ● - ● - 

的中答練 

（商会・工原） 
（各科目）的中答練①～⑤ ● - ● - 

全国公開模試 全国公開模試 問題・解答解説冊子 ● - ● ● 

※「日商簿記１級合格するための過去問題集」は、必要に応じてご自身でご購入ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

※教材の訂正情報について 

配布教材に訂正が判明した場合は、TAC WEB SCHOOLにて公開しています。ログイン後、学習フ

ォローの［正誤情報］メニューをクリックし、教材の訂正情報を確認してください。 
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３．データ等での提供教材一覧 

教材名 デジタル教材 
WEBSCHOOL 

学習サポート 
講義録 

基本講義テキスト ― ― ― 

ミニテスト ― ― ● 

実力テスト（3級・2級 通信） ― ― ― 

1級基礎答練 ― ― ● 

1級上級演習 ― ― ● 

1級レベルアップ答練 ― ― ● 

 

デジタル教材（当講座ではご提供しておりません） 

 WEB SCHOOL上のメニュー「学習サポート」の「デジタル教材」より、教材の閲覧ページに遷移

します。 

モバイル端末の場合は、TAC デジタル教材（DIGITAL 教材）アプリのインストールが必要です。

ストアアプリで「TACデジタル教材」を検索してインストールしてください。 

 

WEBSCHOOL学習サポート 

 WEBSCHOOL上のメニュー学習サポートの中の「教材」に掲載しています。 

 

講義録 

 WEBSCHOOL上で配信している講義と一緒に掲載している講義録の中に収録しています。 

 

各教材の受け渡しは申込みいただいたコースに準拠します。 

通学講座の皆様にはご登録校舎の窓口でお渡しします。会員証をご提示の上窓口でお受け取りく

ださい。 

通信講座の皆様にはご登録された送付先にお送りします。通信メディア編「１.教材発送について」

をご確認ください。 
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３ 演習・答練について 
演習や答練の実施は、種類によって異なります。採点方法と答案返却方法も合わせてご確認く

ださい。 

 

※＊は添削課題です。 ※３級・２級の実力テストは通信メディアのみとなります。 

 

※添削についての詳細はP.33「7．デジタル添削およびＷｅｂ閲覧サービス」、P.34「デジタル添削および 

Ｗｅｂ閲覧のご案内」をご覧ください。 

 

講座名称 演習・答練 合計 

３級みん欲し！パック／ 

３・２級みん欲し！パック（３級）  

３級プレ答練 

３級解法力完成答練（第１回のみ）＊ 

1回 

1回 

３級合格本科生／ 

３・２級ステップ合格本科生 

（３級） 

３級実力テスト＊ 

３級総まとめ講義演習（冊子） 

３級プレ答練(配付・解説動画のみ) 

３級解法力完成答練（全3回）＊ 

1回 

2回 

1回 

3回 

２級スッキリパック／ 

３・２級スッキリパック（２級） 
２級解法力完成答練（第1回・2回）＊ 2回 

２級みん欲し！パック／ 

３・２級みん欲し！パック（２級） 

２級プレ答練＊ 

２級解法力完成答練（第1回・2回）＊ 

1回 

2回 

２級合格本科生／ 

３・２級ステップ合格本科生 

（２級） 

２級実力テスト＊（商簿：１回／工簿：１回） 

２級総まとめ講義演習（冊子）  

２級プレ答練＊ 

２級解法力完成答練（全4回）＊ 

2回 

3回 

1回 

4回 

１級合格本科生 
１級基礎答練＊（商会：４回／工原：４回） 

１級的中答練＊（商会：５回／工原：５回） 

8回 

10回 

１級上級合格本科生 
１級上級演習（商会：６回／工原：６回） 

１級的中答練＊（商会：５回／工原：５回） 

12回 

10回 

全経上級対策 答練（商会：１回／工原：１回）（講義録添付） 2回 

講座名称 演習・答練 合計 
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４ 公開模試について 
 

日商簿記１級コースでは、全国規模の公開模試を実施します。本試験の受験を予定されてい

る方は、必ず受験しましょう。 

※実施日についてはＨＰ掲載の「簿記検定講座 日程表」をご参照ください。 

※一般教育訓練給付制度の出席要件・添削課題には含みません。 

（１）受験登録手続：お申込みコースの中に全国公開模試が含まれている場合は、公開模試専

用の受験番号を発番する「受験登録手続」が必要となります。 

受験登録手続は、全国公開模試の約２ヵ月前からTAC WEB SCHOOLや各校受付で承ります。

受験登録手続のご案内についても同時期より開始いたします。 

※通信メディアを受講されている方は、自動的に自宅受験となります。会場受験へ変更の場合のみ、 

期日までに手続きを行ってください。 

 

（２）講義パックのみお申込みの方は、別途お申込みが必要です。 

受付開始は、全国公開模試実施日の約２ヵ月前からとなります。 

 

５ 質問・相談について 
 

学習上の疑問点や学習の進め方などの相談事項は、わからないままにせず、解決しておきま

しょう。 

学習メディア・受講コースによって質問体制は以下のようにご用意しております。 

 

１．教室講義前後（教室講座のみ） 

講義前後に質問・相談を受け付けますので、講師に直接お声掛けください。また、質問が

長い場合は、質問内容を書面にしてご用意していただき、会員番号と氏名を明記の上、担当

講師に直接手渡ししてください。 

 

２．質問カード（ビデオブース講座、Ｗｅｂ通信講座・ＤＶＤ通信講座のみ） 

巻末掲載の質問カードをご出力いただき、会員番号・氏名・質問事項を記入し、ビデオブ

ース講座の方は各校受付窓口に、通信講座の方は郵送にてそれぞれご提出ください。 

※質問１回につき、質問事項は１項目にてお願いします。 

※質問をいただいてから約２週間程度で回答を郵送いたします。時期や内容により異なり

ますので、予めご了承ください。 

※質問カードの提出締切は、通学メディア・通信メディア共通編「 ７各種サービス提供期

限一覧」をご覧ください。 

※受講コースによって質問可能回数が異なりますので、ご注意ください。 
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※質問カードが不足したときには、お手数ですがご自身でコピーしてご使用ください。 

※本試験日間近のご提出の場合、本試験日までにご返却できない場合がございます。予め

ご了承ください。 

※資料通信講座は対象外です。 

 

３．質問メール（教室講座・ビデオブース講座・Ｗｅｂ通信講座・ＤＶＤ通信講座） 

学習サポート内に付属している質問メールにてご質問していただくことができます。同じ

く学習サポート内の「よくある質問」も参考にしてください。 

※質問１回につき、質問事項は１項目にてお願いします。 

※質問をいただいてから約１週間～２週間で回答します。 

※質問メールの利用方法は通信メディア編「 ３学習サポート機能」をご参照ください。 

※質問メールの最終締切日は、通学メディア・通信メディア共通編「 ７各種サービス提供

期限一覧」をご覧ください。 

※受講コースによって質問可能回数が異なりますので、ご注意ください。 

※資料通信講座は対象外です。 

質問メール・質問カード利用に際しての上限回数（質問メール・質問カードの合算回数となります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「日商簿記初級」「原価計算初級」2回、それ以外の単科生は質問メール・質問カードはご利用いただけません。 

 

４．質問電話（全コース共通 ＊スッキリパック・みん欲し！パックは対象外）     

（１）実施時間帯  

電話番号はTAC WEB SCHOOL 

をご確認ください 

 

 ３級 ２級 ３・２級 

スッキリ みん欲し！ スッキリ みん欲し！ スッキリ みん欲し！ 

パック生   5回 
 

10回 10回 20回 15回 

3級：5回 

2級：10回 

30回 

3級：10回 

2級：20回 

 
３級 ２級 

３・２級 

ステップ 
１級 １級上級 

 

本科生   20回 

講義期：10回 

直前期：10回 

40回 

講義期：30回 

直前期：10回 

60回 

3級講義：10回 

2級講義：30回 

直前期：20回 

80回 

講義期：60回 

直前期：20回 

40回 

講義期：20回 

直前期：20回 

講義パック 10回 10回 － 10回 － 

直前対策 10回 10回 － 20回 

○印：実施 月 火 水 木 金 

14:00～17:00 ○ × ○ × ○ 

18:00～20:00 ○ × ○ × ○ 
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①土日、祝祭日、年末年始、ゴールデンウィーク、お盆の期間はお休みとさせていただきま

す。予めご了承ください。 

②試験の実施日程や諸般の事情により、実施日程に変更が生じる場合がございます。その際

は確定次第お知らせいたします。 

③上記日時以外にお電話いただきましても、ご対応することはございません。また、各校受

付にお電話いただきましても、ご対応することはできません。 

（２）質問電話利用時の流れ 

― まず担当講師は、皆さんに以下について伺います ― 

①会員番号、お名前をお伝えください。  

②受講されているコース名をお伝えください。 

③受講されている学習メディアをお伝えください。 

※上記の①～③が不明な場合は質問を受け付けることができません。ご注意ください。 

― 次に、ご質問の箇所について明確にお話しください ―  

④科目名および質問したいテキストや問題集等の名称  

⑤何ページ（科目名も含め）のどの部分について  

⑥何をどのように疑問に思ったのか。  

  予めご自分の質問内容が整理されていますと、講師も短時間で回答できますし、より具

体的に説明することが出来ます。 

《注意事項》下記事項を予めご了承くださいますようお願い致します。 

※ご質問の際、講師の指名等には応じかねます。 

※多くの方にご利用いただくため、１コマ１回あたり 20 分程度のご利用をお願いする場

合がございます。 

※質問が集中し、実施時間帯であっても通話中となる場合がございます。 

※17:00 もしくは 20:00 終了間際のご質問の場合、内容によっては翌営業日以降に対応を

させていただく場合がございます。 

※正確な回答に徹するため、講師が調べて確認するためのお時間をいただく場合がござい

ます。その場合には、１度受話器を置かせていただきます。確認が終わり次第、質問を

受けた講師から折り返し回答いたします。 

 

５．質問内容について 

受講講座以外の教材（市販書籍、過去の教材、他の資格専門学校で使用される教材、他社

で発行されている問題集やテキスト）についての質問や、当該試験の学習範囲を逸脱してい

る質問、他資格に関する質問にはお答えできません。 

受け付けできない質問内容の場合は、回答をしないで返却させていただきます。予めご了

承ください。 

 

★質問内容は具体的かつ簡潔に記入してください。ご利用の際は、以下の内容にご注意く

ださい。 

（１）皆様から寄せられる質問カード・質問メールには、辞書やテキスト等で調べれば分

かるものもあります。「わからない」と思ったら、まずできるだけ自分で調べてみまし
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ょう。時間はかかるかもしれませんが、そうやって身につけた知識は決して忘れない

ものです。 

（２）質問カード・質問メールは上手に使って実力アップを図るために、どのテキストの

何ページに書いている事柄の、何がわからないのかをできるだけ詳しく書いてくださ

い。質問が具体的であればあるほど、講師も確実に回答することができます。 

 

６．オンライン学習相談（全メディア共通） 

Ｚｏｏｍを利用して担当講師と質問・学習相談を行う制度です。画面を共有しながら質問・

相談ができますので、質問電話や質問メールとは違ったＺｏｏｍならではの回答が得られます。 

※事前予約制です。 

※実施日程はTAC WEB SCHOOLでご案内します。 

 

７．「ガンバルメッセージ」について（Ｗｅｂ通信講座・ＤＶＤ通信講座のみ） 

「ガンバルメッセージ」はご希望された方を対象に学習の進め方に関する相談内容に対し、

メール（３・２級）・お電話（１級）にて返答させていただく制度です。講義・学習内容に関す

るご質問は上記、質問メール・質問カード、質問電話をご利用ください。ご利用方法等詳細は

第１回の教材発送時にご案内致します。 

 ３級・２級 １級 

本科生・講義パック メール お電話 

パック生（みん欲し！・スッキリ） ―  

直前対策・単科・オプション ― 

 

８．質問カード見本 

①宛名欄：返却時にそのまま宛名として使用します。正確にご記入ください。 

②使用教材・ページ数を必ずご記入の上、質問内容を具体的にご記入ください。 
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６ 各種フォロー・サービス対応表 
 

各種フォロー・サービスの利用は、お申込みのコース・学習メディアに応じて下表の通りです 

「 ● 」：標準装備 「 ◎ 」：有料サービス 「 ― 」：該当なし  
★1 資料通信はご利用不可 ★2 スッキリパック・みん欲しパックはご利用不可 

 

 本科生 パック生・単科生 

教室講座 
ビデオブース 

講座 

オンライン

通信講座 

通信 

メディア 
教室講座 

ビデオブース  

講座 

オンライン

通信講座 

通信 

メディア 

クラス振替出席フォロー ● ― ― ― ● ― ― ― 

ビデオブース振替 

フォロー 

◎ 

(500 円/回) 
― ― ― 

◎ 

(500 円/回) 
― ― ― 

校舎間自由視聴制度 ― ● ― ― ― ● ― ― 

クラス重複出席フォロ

ー※講義部分のみ 
● ― ― ― ● ― ― ― 

ビデオブース重複フォ

ロー※講義部分のみ 

◎ 

(500 円/回) 

◎ 

(500 円/回) 
― ― 

◎ 

(500 円/回) 

◎ 

(500 円/回) 
― ― 

Ｗｅｂフォロー ● ● ● 
● 

(DVD通信) 
● ● ● 

● 

(DVD通信) 

追っかけフォロー ● ● ― ― ● ● ― ― 

ビデオブース生 

教室出席フォロー 

（直前期教室出席制度） 

― 

● 

(直前期 

のみ) 

― ― ― ― ― ― 

1 級通信生スクーリン

グ(直前期のみ) 
― ― ― 

● 

★1 
― ― ― ― 

学習サポート ● ● ● ● ● ● ● ● 

アーカイブフォロー ― ― ● ― ― ― ● ― 

質問メール ※利用制限

有・詳細はP.17 
● ● ● 

● 

★1 
● ● ● ● 

質問電話   ● ● ● ● ● ● 
● 

★2 

● 

★2 

質問カード ※利用制限

有・詳細はP.16 
― ● ● ● ― ● ● ● 

ガンバルメッセージ ― ― ● ● 
― 

― 
● 

（ 講 義 パ ッ ク の み ） 

● 

（ 講 義 パ ッ ク の み ） 

再受講割引制度 ● ● ● ● ― ― ― ― 

１・２・３級合格返金制度 ● ● ● ● ― ― ― ― 

１級合格祝賀金制度 ● ● ● ● ― ― ― ― 
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クラス振替出席 

フォロー 

ご都合により出席できない場合、教室講座の他のクラスに出席できる制度です 

（手続き不要）。※教室講座の他のクラスが開講している場合にご利用いただけます 

ビデオブース 

振替フォロー 

ご都合により出席できない場合、ビデオブース視聴にて受講できる制度です 

［要予約・１講義５００円（税込）］。 

校舎間自由視聴制度 
申込登録校舎以外でビデオブース視聴ができる制度です。なお、当該講座を開講して

いる校舎に限ります。 

 

 

 

 

クラス重複出席 

フォロー 

もう一度受講したい場合、教室講座の他のクラスに出席できる制度です 

（手続き不要）。なお、講座の指定した講義に限ります。 

 

 

 

 

 

ビデオブース 

重複フォロー 

もう一度受講したい場合、ビデオブース視聴にて受講できる制度です。 

〔要予約・1講義５００円（税込）〕。なお、講座の指定した講義に限ります。 

Ｗｅｂフォロー※１ 教室講義を収録した動画をＷｅｂにて視聴できます。 

追っかけフォロー 
開講日後に申し込みの場合、ビデオブース視聴にて教室講座の日程に追いつける制

度です（要予約・手数料不要）。 

ビデオブース生 

教室出席フォロー 
直前期のカリキュラムに関して、教室講座に出席できる制度です。 

1級通信生 

スクーリング※２ 

ＴＡＣ各校舎で開講されている教室講座に無料で出席できる制度です。 

会員証をお持ちの上、直接出席希望校舎にお越しください。 

 

 
アーカイブフォロー オンラインライブ通信で配信された動画を視聴できます。 

学習サポート 

インターネットを用いたフォロー制度の総称で、「質問メール」「よくある質問」「正

誤情報」「講師からのメッセージ」のメニューから構成されています。 

※質問メールは教室講座・ビデオブース講座・Ｗｅｂ通信講座・ＤＶＤ通信講座が対象です 

質問電話 学習上の疑問点についてお電話で回答します。 

質問カード 学習上の疑問点をご記入いただき、回答をご返送します。 

再受講割引制度 

本科生コースで受講された方が、次回以降の同一コースまたは同じ級の直前対策を

再受講される場合、割引価格で受講できる制度です。受講料の詳細は「簿記検定講座

パンフレット」にてご確認ください。教材改訂があった場合は、別途ご自身で購入い

ただきます。 

(詳細はP.28 ９簿記検定講座オリジナルサービス内をご覧ください。) 

１級・２級・３級 

合格返金制度 

１級・２級・３級の各本科生をお申込み後、お申込み前に受験（統一試験に限る）し

た級の合格が判明した場合、受講料を全額返金いたします (詳細は P.28 ９簿記検

定講座オリジナルサービス内をご覧ください) 。 

１級合格祝賀金制度 
１級本科生で受講され目標年月の統一試験に合格された場合、合格祝賀金を進呈い

たします(詳細はP.28 ９簿記検定講座オリジナルサービス内をご覧ください) 。 
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※１【Ｗebフォローで受講する場合の講義録閲覧について】 

ポータル画面の「講義一覧」における「講義録」のＰＤＦをクリックすると表示されます。 

詳しくは、別冊「ＴＡＣ利用ガイド」またはＴＡＣ ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬをご覧ください。 

 

※２【スクーリングで答練を受講する場合の注意事項】                     

教室にて答練を受講し提出された場合もデジタル添削を実施しており、Ｗｅｂ上での閲覧になりま

す。教育訓練給付制度を利用して受講中の方は、スクーリングに出席された教室では答案を提出せ

ず、郵送にて提出してください。教室で提出された場合、提出率に加算されませんのでご注意くだ

さい。 

 

 

７ 各種サービス提供期限一覧 
 

簿記検定講座 

各種サービス提供期限一覧 [会員証記載の有効期限まで］ 

各種サービスの提供は特にご案内のない場合、会員証有効期限までとなっています。 

例）会員証有効期限  6月目標  6/30（会員証記載） 

11月目標  11/30（  〃  ） 

2月目標  2/28（  〃  ） 

 

サービス内容 期限 詳細 

通学メディアの教材受け渡し 

請求期限 

会員証記載の

有効期限 

受け渡し請求期限付近は，在庫状況により請求

当日のお渡しが難しい場合がございます。 

※棚卸時期により、期日が異なる場合もござい

ます。予めご了承ください。 

ビデオブース（フォロー）視聴期限 
ビデオブースのご予約は，有効期限の前日まで

にお手続きください。 

通信メディアの教材問い合わせ期限 
期限後の教材等の送付漏れ，乱丁・落丁等のお

問い合わせはお受けいたしかねます。 

講義動画・講義音声ダウンロード・ 

アーカイブフォロー利用期限 

期限後は講義などの視聴ができなくなります。 

一部コースは有効期限の翌月末日です。 

学習サポート利用期限 期限後はご利用できなくなります。 
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サービス内容 期限 詳細 

質問電話利用期限 
会員証記載の

有効期限 

質問電話の実施時間帯は、 

月・水・金【14：00～17：00／18：00～20：00】

です。 

質問カード・質問メール 
会員証記載の

有効期限 

ＴＡＣ必着 

有効期限内に質問回答をお受け取り（閲覧）い

ただけるよう、余裕をもってご提出ください。 

答案提出期限 
有効期限内に採点済み答案を閲覧いただける

よう、余裕をもってご提出ください。 

Ｗｅｂ成績閲覧期限 
会員証記載の

有効期限 

期限後はTAC WEB SCHOOLへのログインができ

なくなり、成績表が閲覧できなくなります。 

一部コースは有効期限の翌月末日です。 

注１：公開模試（自宅受験）の答案提出期限などは専用案内パンフレットなどでご確認ください。 

注２：通信メディア受講で教育訓練給付金制度をご利用の場合、修了日まで答案を受付いたしますが、 

答案の採点を希望される場合は、上記のとおり講座が定める期日までにご提出ください。 

各自の修了日までに全提出課題の８割以上をご提出ください。 

詳細は、通学メディア・通信メディア共通編「 ８教育訓練給付制度について」のページを参照し 

てください。 

 

※３級・２級「直前対策」は他のコースとは異なり、年度で【前期】【中期】【後期】となっております。 

 「スッキリパック」「みん欲し！パック」「合格本科生(通信メディアのみ)」の受講期間は、 

３級：３ヵ月、２級：６ヵ月、３・２級：８ヵ月となっております。 

 その他、個別に有効期限を設定しているコースもございます。 

 会員証に記載の有効期限をご確認くださいますようお願いいたします。 
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８ 教育訓練給付制度について 
以下、教育訓練給付制度に関する説明は、全て「一般教育訓練」についての内容です。現在ＴＡＣ

で開講している講座は、「専門実践教育訓練」ではありませんのでご注意ください。 

 

一般教育訓練給付制度［2026年 3月現在］ 

 受講開始日において支給要件のある方が、厚生労働大臣の指定する講座を受講し修了した場

合、支払った入会金・受講料の20％（上限 10万円）がハローワークから支給されます。 

制度ご利用にあたっては「TAC教育訓練給付制度パンフレット」を必ずご確認ください。 

 

１．一般教育訓練対象コース 

 通学メディアは コースによって対象となる受講期間や 開講月が異なります 。 

制度ご利用をご希望の場合は「ＴＡＣ教育訓練給付制度パンフレット」で対象となる 

【コース名・開講月・試験目標年月】の組み合わせをご確認ください。 

 

受講形態 対象コース 

通学メディア 

（教室(1級)・ビデオブース） 

３・２級ステップ合格本科生 ※１ 

３・２級ステップ合格本科生ロング ※２ 

２級合格本科生 

１級合格本科生 

通信メディア 

（ＤＶＤ・Ｗｅｂ） 

３・２級ステップ合格本科生 

２級合格本科生 

１級合格本科生 

１級合格本科生[1年コース] 

※１ 「３・２級ステップ合格本科生」は２級の目標月が、３級目標月の次回となるコースが対象です。 

※２ 「３・２級ステップ合格本科生ロング」は２級の目標月が、３級目標月の次々回となるコースが対象です。 

 

２．講座申込時 

  講座のお申込みから１ヶ月以内に、「ＴＡＣ/Ｗセミナー教育訓練給付制度申請申込書」に

必要事項をご記入の上、ＴＡＣへご提出ください。講座のお申込みだけですと、教育訓練給

付制度申込の登録は完了しておりません。必ずご提出ください。併せてご本人確認のため、

本人および住居所の確認ができるものをご提示ください。郵送で提出する場合は、本人およ

び住居所の確認ができるもののコピーを添付してください。 
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★支給要件の照会 

   ご自身に教育訓練給付金の支給要件があるかどうかをハローワークで照会することがで

きます。照会に必要な「教育訓練給付金支給要件照会票」はＴＡＣ各校舎にもございます。 

ご自身の支給要件について不安がある方は、予め確認してから教育訓練給付制度申込をし

ていただく事をお勧めします。ＴＡＣでは支給要件を満たしているかどうかの判断はでき

ません。ご了承ください。 

 

３．受講にあたって 

  ◆通学の場合 

 修了認定するための基準（修了要件）  

   ＴＡＣ/Ｗセミナーでは、修了日までに出席率 80％以上並びに修了試験において正答率

60％以上を通学生の修了要件として規定しております。 

  ＊「３・２級ステップ合格本科生」の３級部分の講義は３級試験目標の期間内でご受講ください。 

３級部分の出席が5回未満の場合は修了要件を満たす事ができませんのでご注意ください。 

＊下記の講義は出席回数に含まれません。 

「３級・２級解法テクニック講義」「３級プレ答練」「２級・１級スタートアップ講義」「１級全国公開模試」  

 

 出席確認  

   講義・答練に出席の際は、毎回ＴＡＣ会員証を忘れずに持参し、専用スキャナーによる

読取を受けてください。 

ビデオブースは予約履歴で出席回数を確認いたします。予約をキャンセルした講義は出

席率に加算しません。 

出席状況は「TAC WEB SCHOOL」⇒「マイページ」⇒「学習記録」⇒「出席状況」にてご

確認いただけます。修了日までに出席率80％以上となるよう、ご自身で出席状況の確認を

行ってください。受講した講義欄に「済」が表示されていない場合は、速やかに受講した

ＴＡＣ受付窓口にお申し出ください。 

出席状況の確認方法等につきましては、別冊の[ＴＡＣ利用ガイド]⇒[通学メディア・通

信メディア共通編]⇒[４．TAC WEB SCHOOLについて]に掲載しております。 

 

 登録のクラスを欠席したら  

   通学形態のフォロー制度（教室振替制度・ビデオブースフォロー）を利用して受講した

場合は出席率に加算されます。Ｗｅｂフォローなど通信形態での受講や資料の受取りだけ

の場合は、出席として扱われません。ご注意ください。 

 

 修了日について  

   通学生の修了日は、対象コース全体の講義最終日以降にＴＡＣが修了要件を確認する日

です。講義最終日の約１週間後となります。各指定講座の修了日は、修了試験問題送付時

にご案内いたします。※会員証に記載の「有効期限」とは異なりますのでご注意ください。 
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◆通信の場合 

 修了認定するための基準（修了要件）  

  ＴＡＣ/Ｗセミナーでは、修了日までに添削答案提出率 80％以上並びに修了試験におい

て正答率60％以上を通信生の修了要件として規定しております。 

 答案の提出  

   添削答案をご提出の際は専用の封筒でご郵送ください。白紙答案や著しく解答の記入が

少ない答案は提出と認められませんのでご注意ください。 

1 級スクーリングに出席された場合、提出率の対象となる添削答案については教室で提

出せず、通常通り郵送でご提出ください。 

提出率の対象となる答案は以下のとおりです。各自の修了日までにお送りください。 

 

 通信講座の提出対象添削答案  

［2026年3月現在］ 

講座名称 添削課題内訳（※） 合計 

３・２級ステップ 

合格本科生 

（受講期間８ヵ月） 

３級実力テスト･･･１回 

（３級総まとめ講義演習・３級プレ答練･････自宅学習） 

３級解法力完成答練･････３回 

２級実力テスト･･･２回 

（２級総まとめ講義演習･････自宅学習）  

２級プレ答練･････１回 

２級解法力完成答練･････４回 

11回 

２級合格本科生 

（受講期間６ヵ月） 

２級実力テスト･･･２回 

（２級総まとめ講義演習･････自宅学習） 

２級プレ答練･････１回 

２級解法力完成答練･････４回 

7回 

１級合格本科生 

（受講期間６ヵ月･12ヵ月） 
１級基礎答練･････ 8回、１級的中答練･････10回 18回 

※ 添削課題の内容は変更になる場合があります。最新の情報は教材発送日程表もしくは送付明細書でご確認ください。 

 

 受講期間と修了日について  

  受講される講座の初回発送日から上記の受講期間を経過した期日が修了日となります。各

自の修了日は給付制度申請申込登録完了後、教材とは別にＴＡＣよりご案内します。 

修了日まで答案を受付いたしますが、答案の採点を希望される場合は講座が定める期日まで

にご提出ください(詳細は ７各種サービス提供期限一覧をご確認ください)。 

※会員証に記載のある「有効期限」とは異なりますのでご注意ください。修了日以前に修了

要件を満たされても、修了証明書等の発送は各自の修了日以降となります。 

※Ｗｅｂ配信、各種フォローは、会員証の有効期限等、各講座が定める期日までとなります。

修了日までご利用いただけない場合がございます。予めご了承ください。 
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４．教育訓練給付制度 修了試験について 

  修了試験は受講後半に [ＴＡＣ ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬ]⇒[学習フォロー]⇒［Ｗｅｂ答練］

で実施いたします。下記実施時期にアクセスしていただき、設定されている解答送信期限内

に解答を送信してください。 

  簿記検定認定テスト（修了試験）実施時期  

  【6月試験目標】4月中旬～5月中旬 【11月試験目標】 9月下旬～10月下旬   

【2月試験目標】12月下旬～1月下旬 

 

  ※正答率６０％以上に満たなかった方や期間内に解答できなかった方で追試をご希望の方

は、校舎受付窓口もしくは給付金係にお申出ください。 

  ※資格試験(本試験)の受験および合否は教育訓練給付制度の支給要件とは関係ありません。 

 

５．講座修了時 

所定の期間内に要件を満たして修了された方には、修了日の翌日にＴＡＣより「教育訓練

給付金支給申請書」「教育訓練修了証明書」「領収書」もしくは「クレジット契約証明書」の

３点を郵送いたします。修了日から１週間以内に書類が届かない場合は至急ＴＡＣまでご連

絡ください。 

教育訓練給付制度の関係書類は全て郵送いたします。 

住所や書類送付先の変更は、所定の変更届出書にて速やかにお手続きください。 

 

６．支給申請手続 

教育訓練の要件を満たして修了された方が給付金の支給を受けるには、ハローワークでの

支給申請手続が必要です。支給申請手続は原則、修了日の翌日から起算して１ヶ月以内です。 

 ※支給申請期限内に手続きできなかった場合は、ハローワークの雇用保険窓口にお問い合わ

せください。２年間の時効の期間内であれば支給申請手続きが可能です。 

 

７．教育訓練給付制度に関する詳細 

■ＴＡＣのホームページにある一般教育訓練給付制度のご案内 

https://www.tac-school.co.jp/kyufu/ 

■ハローワークインターネットサービス「教育訓練給付」について 

https://www.hellowork.go.jp/insurance/insurance_education.html 

■ＴＡＣ教育訓練給付制度パンフレット 

  ・ＴＡＣ各校舎にございます。  ・ＴＡＣカスタマーセンターでもご請求いただけます。 

 

「ＴＡＣ教育訓練給付制度」パンフレット請求 

ＴＡＣカスタマーセンター 

0120-509-117 

月～金 10：00～19：00／土日祝 10：00～17：00 



- 28 - 

 

９ 簿記検定講座オリジナルサービス 
 

◆各種制度 

簿記検定講座では、様々な制度をご用意しています。ご自身の都合に合わせてご利用ください。

なお、各種制度のご利用には、会員証が必要となります。また、各種割引制度は、代理店割引・他

の割引制度・各種キャンペーンとの併用はできません。予めご了承ください。 

 

１．再受講割引制度 

 

本科生コースで受講を修了された方が、次期以降の同一コース、同じ級の直前対策を再度受講さ

れる場合には、受講料を割引します（通常受講料の約30％OFF）。 

受講料の詳細は、パンフレット受講料一覧にてご確認ください。 

●ご利用可能なコース 

以前の受講コース ご利用可能なコース 

３・２級ステップ合格本科生 

３・２級ステップ合格本科生（Ｌ） 

３級合格本科生、３級直前対策、 

２級合格本科生、２級直前対策、 

３・２級ステップ合格本科生（Ｌ） 

２級ダイレクト合格本科生 

現在は販売しておりません 
２級合格本科生、２級直前対策 

３級合格本科生 ※１ 

３級合格本科生、３級直前対策 

３級早朝コース  

現在は販売しておりません 

３級合格本科生ＰＬＵＳ 

現在は販売しておりません 

２級合格本科生 ※１  
２級合格本科生、２級直前対策 ２級上級合格本科生 

現在は販売しておりません 

１級合格本科生  

１級合格本科生、１級上級合格本科生、１級直前対策 
アドバンス合格本科生 

現在は販売しておりません 

１級上級合格本科生 

 

※１ ３級合格本科生と２級合格本科生を両方受講されていた方は、３・２級ステップ合格本科生（Ｌ）

も再受講割引対象コースとなります。 

 ただしｅ受付では再受講割引の適用ができません。校舎窓口または郵送でお申込みください。 
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【「再受講割引制度」ご利用上の注意点】 

・「合格テキスト・合格トレーニング（ＴＡＣ出版）」または「合格するための本試験問題集（Ｔ

ＡＣ出版）」はお渡ししておりませんので、ご自身で教材をご用意ください。ただし、テキス

ト・トレーニング・本試験問題集は試験傾向に合わせて改訂・変更することがございます。改

訂・変更があった場合は別途お買い求めください。使用するテキスト・トレーニング・本試験問

題集のバージョンは「簿記検定講座パンフレット」をご確認ください。 

 テキスト・トレーニング・本試験問題集はＴＡＣ各校舎またはＴＡＣ出版書籍販売サイト

「Cyber Book Store」でご購入いただけます。 

※１級本科生には「１級合格テキスト・トレーニングセット」を本科生割引価格でご用意しており

ます。ｅ受付およびＴＡＣ各校舎または郵送で、コース申込みと同様の手続きでご購入いただけ

ます。 

・カリキュラム変更によりご利用いただけるサービス内容が変更になる場合がございます。 

 

２．合格返金制度（１級・２級・３級 各本科生） 

 

本科生をお申込み後、お申込み前に受験した統一試験の合格が判明した場合は、実際にお支払い

された受講料をご指定口座へ全額返金いたします。 

※お申込みされた本科生が受験級と同一の場合に限ります。 

また、振込手数料などご返金にかかる費用はお客様負担となります。 

 

（１）①会員証、②合格証書、③ご本人確認書類、④印鑑、⑤お渡し済み教材をご持参の上、受付

でお手続きしてください。 

（２）本試験合格発表後、２週間以内にお申し出ください。 

合格発表と合格証書交付が異なる場合は、合格証書交付後２週間以内にお申出ください。 

（３）返金までに10日～２週間ほどお時間をいただきます。 

 

 

３．日商簿記ステップアップ割引制度 

 

簿記検定講座各本科生を受講されていた方が簿記上位級の本科生または他資格へのステップアッ

プの際に受講料が10％割引となる制度です。 

※再受講割引で本科生コースをお申込みの方も対象となります。 

 ※単科・パックでお申込みの方は対象外です。巻末のＮＥＸＴ割引がご利用いただけます。 
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●ご利用可能なコース  

以前の受講コース 

日商簿記ステップアップ割引 対象コース 

３・２級 

ステップ合格 

本科生(L) 

２級 

合格本科生 

１級 

合格本科生 

１級上級 

合格本科生 

他資格の 

対象講座※ 

３級 

合格本科生 
● ● ● ☆ ● 

３級合格本科生 

ＰＬＵＳ 
● ● ● ☆ ● 

３・２級ステップ 

合格本科生（Ｌ） 
－ － ● ☆ ● 

２級ダイレクト 

合格本科生 
－ － ● ☆ ● 

２級(上級) 

合格本科生 
－ － ● ☆ ● 

１級 

合格本科生 
－ － － ★ ● 

１級アドバンス 

合格本科生 
－ － － － ● 

１級上級 

合格本科生 
－ － － － ● 

★「１級合格本科生」から「１級上級合格本科生」へのお申込みには「１級再受講割引制度」がご利用いただけます。 

☆日商簿記ステップアップ割引の適用可能ですが、受験経験者向けコースとなりますのでご注意ください。 

※ 他資格の対象講座については、ＴＡＣホームページをご確認いただきますようお願い致します。 

 

【「日商簿記ステップアップ割引制度」ご利用上の注意点】 

・当制度は、簿記検定講座「本科生」のお申込み日からご利用いただけます。 

・簿記検定講座本科生コースへのステップアップ割引のご利用には、利用回数の制限および有効期限

はございません。他講座受講後に簿記検定講座上位級をお申込みの場合も適用となります。 

・簿記検定講座以外の講座へのステップアップ割引のご利用は、簿記検定講座本科生１コースにつき

１回のご利用となります。なお、簿記検定講座本科生コースへのステップアップと併用も可能です。 

 簿記検定講座(本科生)への 

ステップアップ 
他講座へのステップアップ 

利用回数 制限なし 
簿記検定講座本科生 

１コースにつき１回 

有効期限 期限なし 
本科生受講期間中から受講されたコースの

会員証有効期限の翌年同月最終日まで 
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４．新規入会者紹介制度（特典：入会者・紹介者へ電子マネーギフト 3,000円分） 

 

ＴＡＣ会員の方（紹介者）が、ＴＡＣ簿記検定講座の受講が初めての方（入会者）を、１級合格本

科生・１級上級合格本科生のいずれかのお申込みにご紹介いただいた場合、紹介者・入会者にそれぞ

れ3,000円分の電子マネーギフトを差し上げます。詳細は、巻末をご覧ください。 

※一部の提携校では当制度の運用は行っておりません(詳細は各提携校にお問い合わせください)。 

※今後、特典内容は変更になる場合がございます。 

※厚生労働省の指導により、一般教育訓練給付制度をご利用される場合、受け取られた特典はハロ

ーワークに給付申請をする際に実質的な受講経費の値引きとして取り扱われ、申告する必要がご

ざいます。 

 

５．１級合格祝賀金制度 

 

「１級合格本科生」「１級上級合格本科生」で受講され、目標月の統一試験で１級試験に合格さ

れた場合、合格祝賀金として 20,000 円を進呈いたします。 

※直前対策などパック・単科は対象外です。 ※学習メディアは問いません。 

※一部の提携校(詳細は各提携校にお問い合わせください)・企業研修等は対象外です。 

 

（１）申請期限内にＴＡＣ ＨＰから「合格報告・アンケート」に入力をしていただきます。 

申請期限は、6月試験は8月末まで、11月試験は1月末までです。 

（２）申請期限後（6月試験は9月上旬、11月試験は2月上旬）に簿記検定講座より必要書類並び

に返信用封筒を送付します。 

（３）必要書類一式（①返金依頼書、②ご本人確認書類（免許証等）のコピー、③１級合格証書の

コピー）を簿記検定講座に返送していただきます。 

（４）必要書類の到着後10日～２週間ほどでご指定口座に祝賀金をお振込みします。 

※振込手数料はお客様負担です。 

 

６．通信メディア受講における提出課題の答案提出方法 

 

簿記検定講座(通信メディア)の答案提出方法は、以下の２つの方法のどちらかになります。 
 

① 返信用封筒を用いて郵送にてＴＡＣに返送していただく。 
 

② スマホのカメラ機能を用いて答案用紙画像をＴＡＣに送信していただく。 

 

簿記検定講座の演習教材には、カメラ画像送信に対応している教材と対応していない教材

がございます。詳細につきましては、次ページをご参照ください。なお、カメラ画像送信の

操作方法などにつきましては、ＴＡＣ ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬ内｢講座からのお知らせ｣欄にて

ご確認ください。  
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【通信メディア】 郵 送 提 出 スマホ画像送信 

簿 

記 

３ 

級 

ミニテスト ( 自己採点のため提出不要 ) ( 自己採点のため提出不要 ) 

実力テスト ● 〇 ※１ 

プレ答練 ( 自己採点のため提出不要 ) ( 自己採点のため提出不要 ) 

解法力完成答練 ● 〇 ※２ 
 
※１ ｢３級実力テスト｣については、｢2027年 2月目標｣以降のコースもしくは｢2026年 11

月入学(３級)｣｢2026年 6月入学(３･２級ステップ)｣以降のコースから、スマホ画像送

信対応になります。 
 
※２ ｢３級解法力完成答練｣については、｢2026年 6月目標｣以降のコースもしくは｢2026年

4月入学｣以降のコースから、スマホ画像送信対応になります。 

 

【通信メディア】 郵 送 提 出 スマホ画像送信 

簿 

記 

２ 

級 

ミニテスト ( 自己採点のため提出不要 ) ( 自己採点のため提出不要 ) 

実力テスト ● 〇 ※１ 

プレ答練 ● 〇 ※２ 

解法力完成答練 ● 〇 ※２ 
 
※１ ｢２級実力テスト｣については、｢2027年 2月目標｣以降のコースもしくは｢2026年 8月

入学(２級)｣｢2026年 6月入学(３･２級ステップ)｣以降のコースから、スマホ画像送信

対応になります。 
 
※２ ｢２級プレ答練｣および｢２級解法力完成答練｣については、｢2026年 6月目標｣以降の

コースもしくは｢2026年 5月入学｣以降のコースから、スマホ画像送信対応になりま

す。 

 

【通信メディア】 郵 送 提 出 スマホ画像送信 

簿 

記 

１ 

級 

ミニテスト ( 自己採点のため提出不要 ) ( 自己採点のため提出不要 ) 

基礎答練 ● 〇 ※ 

レベルアップ答練 ● ● 

上級演習 ● ● 

的中答練 ● ● 

全国公開模試 ● ● 
 
※ ｢１級基礎答練｣については、｢2027年 6月目標｣以降のコースからスマホ画像送信対応

になります。 

 

 

 

 

 

 

スマホ操作の 
説明動画はコチラ！ 
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７．デジタル添削およびＷｅｂ閲覧サービス 

 

簿記検定講座における以下の演習教材では、教室講座は教室内にてご提出いただいた答案

につきまして、もしくは、通学メディアは郵送もしくはスマホ画像送信にてご提出いただい

た答案につきまして、デジタル採点を実施のうえ、採点答案はＴＡＣ ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬ

上に掲載させていただきます。 

なお、ビデオブース講座および資料通信講座については、デジタル採点対象外(自己採点)

となります。 

 

 

 通学メディア 通信メディア 

教 室 講 座 ビデオブース講座 Ｗｅｂ通信講座 ＤＶＤ通信講座 

簿 

記 

３ 

級 

ミニテスト  ――― (自己採点) (自己採点) 

実力テスト   ● ● 

プレ答練  ――― (自己採点) (自己採点) 

解法力完成答練  ――― ● ● 

 

 通学メディア 通信メディア 

教 室 講 座 ビデオブース講座 Ｗｅｂ通信講座 ＤＶＤ通信講座 

簿 

記 

２ 

級 

ミニテスト  ――― (自己採点) (自己採点) 

実力テスト   ● ● 

プレ答練  ――― ● ● 

解法力完成答練  ――― ● ● 

 

 通学メディア 通信メディア 

教 室 講 座 ビデオブース講座 Ｗｅｂ通信講座 ＤＶＤ通信講座 

簿 

記 

１ 

級 

ミニテスト ★ ――― (自己採点) (自己採点) 

基礎答練 ★ ――― ● ● 

レベルアップ答練   ● ● 

上級演習 ――― ――― ● ● 

的中答練 ● ――― ● ● 

全国公開模試 ● (会場受験･自宅受験いずれも) 
 
★ 教室講座実施の｢１級ミニテスト｣および｢１級基礎答練｣については、担当講師が回収し

採点答案を返却するとともに、採点答案はＴＡＣ ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬ上にも掲載させて

いただきます。 
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１．答案の閲覧について 

一部の級・講座における演習・答練につきまして、ご提出いただきました答案は、Ｗｅｂ上に

掲載し、各自閲覧となります。教室や返却ボックスでの返却、郵送での返却はございません。 

 

２．答案の提出について 

 答案用紙の会員番号・氏名・生月日欄を必ずご記入ください。記載に不備がございますと答

案データをＷｅｂ上に掲載できない場合がございますので、ご注意ください。また、通信メデ

ィアにおいて直前期教材の答案については、「データファイル」もあわせてご提出ください。 

 

３．マイページの登録について 

添削後の答案を閲覧いただく際には、ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬのマイページ登録が必要となりま

す。マイページ登録の仕方については、別冊「ＴＡＣ利用ガイド」をご覧ください。 

 

４．添削答案のＷｅｂ掲載について 

ご提出いただきました答案は、答案提出後もしくは答案のＴＡＣ到着後、２～３週間で、ご登

録いただきましたマイページに掲載されます。添削答案の掲載期間は、会員証有効期限の翌月

末日まで閲覧できます。 

 

５．添削答案の掲載場所について 

添削された答案は、ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬのマイページの「学習記録」→「成績表」欄に掲載

されます。こちらのボタンよりお進みください。 

 

６．通信生で教育訓練給付金を利用されている場合 

１級通信生の方が、スクーリングにて答練をご受講される場合には、お手数ですが、答案はお

持ち帰りいただき、郵送にてご提出ください。教室にご提出いただいた場合、提出率に加算さ

れませんのでご注意ください（受講ガイドP.53「４スクーリング」をご覧ください）。 

 

デジタル添削およびＷｅｂ閲覧のご案内 

 

 



 

 

  

 
 

 

 教室講座編 
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１ 欠席した場合のフォロー 
 

講義に欠席した場合は以下の欠席者フォロー制度をフルに活用してください。 

 

欠席した場合のフォロー方法 サービスの名称 サービスの内容 

１．欠席した講義を他のクラ

スに出席して受講する  

クラス振替出席フォロー 

※テスト類の採点・添削も受けられます。 

締め切りクラスを除き会員証

とテキスト等をお持ちいただ

ければ、ご希望の校舎・クラ

スで講義が受けられます。

（お手続きは不要） 

※教室講座の他のクラスが開講してい

る場合にご利用いただけます 

２．欠席した講義をビデオ

ブースで受講する 

ビデオブース振替フォロー 

（有料） 

※テスト類の採点・添削も受けられます（答案は

校舎窓口に提出）。 

各校舎のビデオルーム内で

講義を視聴できます。［要予

約、有料\500（税込）］詳細

は各校舎にお問い合わせく

ださい。 

３．ご自身のパソコンやスマ

ートフォン・タブレット端末で 

Ｗｅｂ通信を受講する 

Ｗｅｂフォロー 

（標準装備） 

※テスト類の採点・添削も受けられます（答案は

校舎窓口に提出）。 

Ｗｅｂ通信講座の講義をご自

身の端末で視聴できます。 

 

１．他のクラスに出席する…「クラス振替出席フォロー」 

 登録したクラスの講義を欠席した場合、同一コース、同一内容の講義に限り、別クラスの講

義に出席できます。 

※テスト類の採点・添削も受けられます。 

 ただし一部は、Ｗｅｂ添削・TAC WEB SCHOOLでの閲覧となります。 

※クラス振替出席フォローは、受講地区を問わず可能ですが、登録人数の多いクラスによって

は、振替出席をご遠慮いただく場合がございます。予めご了承ください。 

 

 【クラス振替出席フォローご利用例】 

会員証に記載の登録クラスは「新宿校平日夜クラス」で、ふだんは新宿校で受講しているが、

大阪へ出張のため新宿校で出席できない場合 

→クラス振替出席フォローを利用し、会員証ご持参のうえ「梅田校クラス」にご出席いただ

けます 
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２．欠席した講義をビデオブースで受講する…「ビデオブース振替フォロー」 

 欠席された講義を各校ビデオルーム内の個別ブースにて、視聴することができます。予約し

た校舎のビデオルームでご視聴ください。受講・予約の方法は、TAC WEB WCHOOLをご参照くだ

さい。 

◇有料［１回につき500円（税込）］、完全予約制（当日予約は不可）となります。 

◇視聴開始日は、各日程表をご覧ください。 

 

※テスト類の採点・添削も受けられますが、通常の答案返却よりもお時間を要する場合があ

ります。予めご了承ください。 

  

３．Ｗｅｂフォロー 

 欠席された講義を、インターネットを利用することによって、フォローすることができます。 

 

◇対象コース：全コース標準装備（通学メディア・DVD通信講座） 

◇Ｗｅｂフォローをご利用になる場合は、お申込みの前に必ず下記 ＴＡＣホームページ内「TAC 

WEB SCHOOL」にて動作環境および、無料デモ体験版の動作をご確認ください。

https://portal.tac-school.co.jp/ 

◇Ｗｅｂフォローの場合、教育訓練給付制度ご利用の方は、出席扱いになりませんのでご注意

ください。 

 

※テスト類の採点・添削も受けられますが、通常の答案返却よりもお時間を要する場合があ

ります。予めご了承ください。 
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２ もう一度講義を受講したい場合 
 

◆重複受講制度 

一回の受講では十分に理解できなかった講義を、もう一度受講したい場合には、同一講義を

再受講することができます。 

お申込みの講座や登録コースによって利用できない場合がございます。予めご了承ください。

また利用方法等が各校舎によって異なる場合がございますので、詳細は各校受付に必ずお問い

合わせください。 

 

１．対象コース：１級合格本科生、１級上級合格本科生、１級講義パック 

２．対象講義 ：講義（直前期を除く） 

３．回数   ：各講義１回 

４．利用方法 ：２つの方法でご利用できます。 

（１）他のクラスに出席して重複受講する（クラス重複出席フォロー）。 

（２）ビデオブース重複フォロー（有料・要予約）で重複受講する。 

  ビデオブース受講のルールや予約方法などは、TAC WEB WCHOOLをご参照ください。 
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３ 答案の採点および成績発表について 
 

１．教室講座で受講した場合 

１級上級演習は自己採点となります。１級的中答練の採点については下記をご確認ください。 

・教室講座内で実施の「１級的中答練」は、原則として、答案用紙での返却ではなく、ＴＡＣ 

ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬにＷｅｂ掲載です。 

・教室講座内で実施の｢１級ミニテスト｣および｢１級基礎答練｣については、担当講師が回収し

採点答案を返却するとともに、採点答案はＴＡＣ ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬ上に掲載させていた

だきます。 

・原則として講義実施日の約１０日後に掲載いたします。なお、答練最終回については自己採

点となります。 

・詳細は、P.34「デジタル添削およびＷｅｂ閲覧のご案内」をご覧ください。 

 

２．ビデオブースで受講(ビデオブース振替フォロー)した場合 

1級ミニテスト・１級基礎答練・１級上級演習の採点につきましては、解答・解説に配点箇所

を示しておりますので、自己採点となります。 

 

直前期の１級的中答練に関しましては、 

・予め問題を解いてから、ビデオブースで解説講義をご視聴いただく 

・ビデオブース予約時間内で、ビデオブースで問題を解いて解説講義をご視聴いただく 

いずれかでご受講ください。 

 

・校舎窓口にご提出された１級的中答練は、原則として、答案用紙での返却ではなく、ＴＡＣ 

ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬにＷｅｂ掲載です。 

・原則として講義実施日の約１０日後に掲載いたします。なお、答練最終回については自己採

点となります。 

・詳細は、P.34「デジタル添削およびＷｅｂ閲覧のご案内」をご覧ください。 
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 ビデオブース講座編 
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１ 答練等の受講、答案の採点および成績発表について 
 

１．答練等の受講について 

ご視聴いただく講義は解説講義のみとなります。 

受講に際しては、以下のいずれかの方法で解答し、その後、講義をご視聴ください。 

（１）ビデオブースで解答 

（２）自習室にて解答 

（３）自宅に問題を持ち帰って解答 

 

２．答案の提出・返却について 

解答・解説に配点箇所を示しておりますので、いずれの答練・演習につきましても自己採

点となります。 

講義部分は、ミニテスト（３級、２級、１級）、基礎答練（１級）を講義録に添付してお

ります。問題と解答解説が掲載されておりますので、復習用としてご利用ください。 

直前期の解法力完成答練(的中答練)等に関しましては、 

・予め問題を解いてから、ビデオブースで解説講義をご視聴いただく 

・ビデオブース予約時間内で、ビデオブースで問題を解いて解説講義をご視聴いただく 

いずれかでご受講ください。 

詳しくは通学メディア・通信メディア共通編「 ３演習・答練について」をご確認ください。 

 

※解法力完成答練は３級・２級の名称、１級は的中答練が該当します。 
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２ 答練・演習の教室振替について 
 

1 級直前期のカリキュラムに限り、ビデオブースに代えて教室講座に出席していただくこと

ができます。是非、教室講座の受講生と一緒に答練・演習を受けてみてください。 

 

教室講座開講校舎のみで、お手続は不要です。 

会員証を持参の上、教室講義に出席してください。日程は、ＨＰ掲載の教室講座日程表で確認

の上、ご希望の校舎・クラスで受講してください。 

※定員に達したクラスについては、受講をお断りするケースがあります。詳細は各校まで

お問合せください。 

※採点後の答案は、教室講座編「 ３答案の採点及び成績発表について」に準じて返却いた

します。 

 

３ もう一度講義を受講したい場合 
 

一回の受講では十分に理解できなかった講義を、もう一度受講したい場合には、同一講義を

再受講することができます。 

対象コース・対象講義等は下記をご確認ください。また、利用方法等が校舎によって異なる

場合がございます。詳細は各校受付にお問い合わせください。 

 

１．対象コース：３・２級ステップ合格本科生（Ｌ）、 

３級合格本科生、２級合格本科生、 

１級合格本科生、１級上級合格本科生、 

１級・２級講義パック、３級商業簿記講義 

２．対象講義 ：講義（直前期を除く） 

３．回数   ：各講義１回 

４．利用方法 ：ビデオルームでのご利用となります。  

※一回あたり500円（税込）の利用料金がかかります。 

※ビデオブースのご利用には、事前に予約が必要です。 
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 通信メディア編 
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１ 教材発送について 
 

１．教材等の到着日 

日程表記載の教材発送日は、ＴＡＣから出荷する日付です。受講生の皆さんの自宅への到着

は、地域によって異なりますが、目安としてＴＡＣ発送日の１日～４日後となります。  

お届けの際にご不在の場合は、「不在連絡票」が入れられますので、ご確認の上、教材をお

受取りください。 

なお、初回発送日以降に申し込まれた方には、経過分をまとめて発送いたします。 

 ※通信講座の受講生に向けた、出荷荷物番号が確認できるサービスもご用意しております。

ＴＡＣ ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬをご確認ください。 

 

２．教材等の確認 

毎回「送付明細表」を添付しておりますので、教材等がお手元に届きましたら、まずは内容

のご確認をお願いします。 

 

３．教材発送に関するお問い合わせ 

教材の発送漏れ、教材の乱丁・落丁等がありましたら、発送日より１ヶ月以内に送付明細表

に記載のお問い合わせ先までご連絡ください。 

※お問い合わせ先はＴＡＣ ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬをご確認ください。 

なお、会員証記載の有効期限後の請求には応じられません。予めご了承ください。 
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２ 答案添削の流れ 
 

１．添削システム 

 

 

                                      発送日程にしたがって問題が発送されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   計画的に学習し、必ず答案を提出しましょう。 

                   答案の提出は、郵送もしくはスマホ画像送信のいずれかです。 

                   詳細は、当ガイドのp.31以降をご参照ください。 

                   ※最終提出締切日（通学メディア・通信メディア共

通編「 ７各種サービス提供期限一覧」参照）を

過ぎますと、採点は行いませんので厳守してくだ

さい。 

 

 

提出された答案は採点して、ＴＡＣ ＷＥＢ  

ＳＣＨＯＯＬマイページに掲載します。 

                   ■答案掲載までの目安は、ＴＡＣ到着後、約２ 

                    ～３週間です。 

                   ■答案はＴＡＣ ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬマイページの

「学習記録」→「成績表」より確認できます。 

                   ※答案用紙の郵送での返却はございません。 

 

 

 

 

                   添削済み答案と解答・解説等で、フォロー・アップ

をしっかりと行ってください。 

                    

  

【ＴＡＣ】 

問 題 発 送 

【受講生の皆さん】 

答案作成・提出 

【ＴＡＣ】 

採点済答案Ｗｅｂ掲載 

【受講生の皆さん】 

フォロー・アップ 
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●提出課題の解答送付 

送付日程に従って、問題と一緒に解答を送付します。 

 

●提出課題の範囲 

＜３級・２級実力テスト（添削問題）＞ 

ｺｰｽ 

回数 
３級 ２級商業簿記 ２級工業簿記 

講 

義 

期 

１ 全 範 囲 全 範 囲 全 範 囲 

 

＜１級基礎答練＞ 

ｺｰｽ 

回数 

１級 

商業簿記・会計学 

１級 

工業簿記・原価計算 

講 

義 

期 

１ テキストⅠ テキストⅠ 

２ テキストⅡ テキストⅡ 

３ テキストⅢ（前半） テキストⅢ（前半） 

４ テキストⅢ（後半） テキストⅢ（後半） 

  

※詳細は学習進度表でご確認ください。 
 

＜３級・２級プレ答練＞ 

ｺｰｽ 

回数 
３級 ２級 

直
前
期 

１ 全 範 囲 全 範 囲 

 
 

＜３級・２級 解法力完成答練／１級 的中答練＞ 

ｺｰｽ 

回数 
３級 ２級 

１級 

商業簿記・会計学 

１級 

工業簿記・原価計

算 

直 

前 

期 

１ 

全 範 囲 
全 範 囲 

全 範 囲 全 範 囲 

２ 

３ 

４ 
― 

５ ― 

 ※詳細は「直前期演習出題予告表」でご案内致します。 
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２．通信メディア受講における提出課題の答案提出方法 

 

簿記検定講座(通信メディア)の答案提出方法は、以下の２つの方法のどちらかになります。 
 

① 返信用封筒を用いて郵送にてＴＡＣに返送していただく。 
 

② スマホのカメラ機能を用いて答案用紙画像をＴＡＣに送信していただく。 

 

簿記検定講座の演習教材には、カメラ画像送信に対応している教材と対応していない教材

がございます。詳細につきましては、次ページをご参照ください。なお、カメラ画像送信の

操作方法などにつきましては、ＴＡＣ ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬ内｢講座からのお知らせ｣欄にて

ご確認ください。 

 

 

 

 

【通信メディア】 郵 送 提 出 スマホ画像送信 

簿 

記 

３ 

級 

ミニテスト ( 自己採点のため提出不要 ) ( 自己採点のため提出不要 ) 

実力テスト ● 〇 ※１ 

プレ答練 ( 自己採点のため提出不要 ) ( 自己採点のため提出不要 ) 

解法力完成答練 ● 〇 ※２ 
 
※１ ｢３級実力テスト｣については、｢2027年 2月目標｣以降のコースもしくは｢2026年 11月

入学(３級)｣｢2026年 6月入学(３･２級ステップ)｣以降のコースから、スマホ画像送信対

応になります。 
 
※２ ｢３級解法力完成答練｣については、｢2026年 6月目標｣以降のコースもしくは｢2026年

4月入学｣以降のコースから、スマホ画像送信対応になります。 

 

【通信メディア】 郵 送 提 出 スマホ画像送信 

簿 

記 

２ 

級 

ミニテスト ( 自己採点のため提出不要 ) ( 自己採点のため提出不要 ) 

実力テスト ● 〇 ※１ 

プレ答練 ● 〇 ※２ 

解法力完成答練 ● 〇 ※２ 
 
※１ ｢２級実力テスト｣については、｢2027年 2月目標｣以降のコースもしくは｢2026年 8月

入学(２級)｣｢2026年 6月入学(３･２級ステップ)｣以降のコースから、スマホ画像送信対

応になります。 
 
※２ ｢２級プレ答練｣および｢２級解法力完成答練｣については、｢2026年 6月目標｣以降のコ

ースもしくは｢2026年 5月入学｣以降のコースから、スマホ画像送信対応になります。 
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【通信メディア】 郵 送 提 出 スマホ画像送信 

簿 

記 

１ 

級 

ミニテスト ( 自己採点のため提出不要 ) ( 自己採点のため提出不要 ) 

基礎答練 ● 〇 ※ 

レベルアップ答練 ● ● 

上級演習 ● ● 

的中答練 ● ● 

全国公開模試 ● ● 
 
※ ｢１級基礎答練｣については、｢2027年 6月目標｣以降のコースからスマホ画像送信対応に

なります。 

 

 

３．デジタル添削およびＷｅｂ閲覧サービス 

 

簿記検定講座における以下の演習教材では、教室講座は教室内にてご提出いただいた答案

につきまして、もしくは、通学メディアは郵送もしくはスマホ画像送信にてご提出いただい

た答案につきまして、デジタル採点を実施のうえ、採点答案はＴＡＣ ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬ

上に掲載させていただきます。 

なお、ビデオブース講座および資料通信講座については、デジタル採点対象外(自己採点)

となります。 

 

 通学メディア 通信メディア 

教 室 講 座 ビデオブース講座 Ｗｅｂ通信講座 ＤＶＤ通信講座 

簿 

記 

３ 

級 

ミニテスト  ――― (自己採点) (自己採点) 

実力テスト   ● ● 

プレ答練  ――― (自己採点) (自己採点) 

解法力完成答練  ――― ● ● 

 

 通学メディア 通信メディア 

教 室 講 座 ビデオブース講座 Ｗｅｂ通信講座 ＤＶＤ通信講座 

簿 

記 

２ 

級 

ミニテスト  ――― (自己採点) (自己採点) 

実力テスト   ● ● 

プレ答練  ――― ● ● 

解法力完成答練  ――― ● ● 
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 通学メディア 通信メディア 

教 室 講 座 ビデオブース講座 Ｗｅｂ通信講座 ＤＶＤ通信講座 

簿 

記 

１ 

級 

ミニテスト ★ ――― (自己採点) (自己採点) 

基礎答練 ★ ――― ● ● 

レベルアップ答練   ● ● 

上級演習 ――― ――― ● ● 

的中答練 ● ――― ● ● 

全国公開模試 ● (会場受験･自宅受験いずれも) 
 

★ 教室講座実施の｢１級ミニテスト｣および｢１級基礎答練｣については、担当講師が回収し採点答案を

返却するとともに、採点答案はＴＡＣ ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬ上にも掲載させていただきます。 

 

４．答案作成上の注意 

 （１）論文答案 

  簿記検定講座では論文答案の実施はございません。 

 

 （２）マークシート答案 

  簿記検定講座ではマークシート答案の実施はございません。 

 

５．答案最終提出締切日 

 各種答練・演習には最終提出締切日がございます。通学メディア・通信メディア共通編  

「 ７各種サービス提供期限一覧」をご確認ください。 

 ※教育訓練給付制度をご利用の方は、ご自身の修了日が提出の最終締切日となります。 

 

６．答案郵送の方法 

 教材送付時に同封されている専用の返信用封筒に切手を貼って提出してください。 

専用の封筒がお手元にない場合には、市販の封筒でも構いません。 

下記送付先を明記してください。その際は表に「簿記検定 答案在中」と朱書してください。 

 

 

 

 

７．答案スマホ画像送信の方法 

 詳細につきまして、ＴＡＣ ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬ内｢講座からのお知らせ｣欄にてご確認ください。 

 

８．答案についてのお問い合わせ 

 答練・演習の答案返却に関するお問い合わせは、ＴＡＣ通信教育部・答案管理担当までお願

いします。 

※お問い合わせ先はＴＡＣ ＷＥＢ ＳＣＨＯＯＬをご確認ください。  

〒 101-8383 東京都千代田区神田三崎町 3-2-18 

ＴＡＣ通信教育部 行 
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３ 学習サポート機能 
 

TAC WEB SCHOOLでは様々な学習サポート機能で、受講生と講師による双方向のコミュニケーシ

ョン学習を可能にします。メールで疑問点を質問できる「質問メール」、学習上よくある質問を

データベース化した「よくある質問」、学習のポイントや応援メッセージが掲載される「講師か

らのメッセージ」など、フォロー体制は万全です。 

 ※お申込みいただいている講座・コースにより、ご利用いただける機能は異なります。 

 
[パソコン画面]                               [スマートフォン画面]  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

１．ご利用方法 

学習サポート機能はTAC WEB SCHOOLのマイページよりご利用いただけます。マイページ登

録をまだ行われていない場合は、[http://portal.tac-school.co.jp]にアクセスし、→[ログイ

ンページへ]→[マイページ登録]と進み、画面の案内に従って登録を完了させてください。 

 

２．注意事項 

ＴＡＣでは学習サポート機能の操作方法につきましてサポートしております（お問い合わせ

先はTAC WEB SCHOOLをご確認ください）が、それ以外の内容（パソコンの使い方・故障・プロ

バイダーへの接続不具合等）につきましてはサポートいたしかねますので、直接メーカーやプ

ロバイダーにお問い合わせください。 

◆質問メール 

学習上の疑問点など質問したい場合、いつ

でもメールで質問が出来ます。疑問点や不

明な点は早めに解決することが大切です。

講師またはスタッフがわかりやすく丁寧

にお答えします。 

※回答もマイページ上でご確認いただけ

ます。 

◆講師からのメッセージ 

講師から学習に関するポイントや本

試験時の心構えなど、様々なメッセ

ージが届けられます。 

講師からの熱いアドバイスやメッセ

ージに学習のモチベーションが上が

ること間違いなしです。 

◆よくある質問 

疑問点や不明点があったら、ま

ずは「よくある質問」をご覧く

ださい。一般的に多い質問や他

の方がすでに質問した事項をデ

ータベースに集めてありますの

で、疑問に思う項目を探すこと

ができます。 
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４ スクーリング 
 

対象となる1級通信メディアの受講生が、ＴＡＣ各校舎で開講されている教室講座に出席で

きる制度です。同じ目的を持ったライバルと顔を合わせる良い機会ですので、ぜひご活用くだ

さい。 

なお、ご利用の際は必ず会員証と教材をご持参の上、直接ご希望の教室にお入りください。 

 

日商簿記検定講座では 1級本科生コースの通信受講生（Ｗｅｂ・ＤＶＤ）を対象とします。

1級直前期の直前講義演習・的中答練において、教室講座の受講が可能となります。 

（単科・パックでお申込みの方はご利用できません） 

会員証をご持参の上、直接ご希望の開講校舎へお越しください。使用教材は、教室でもお受

け取りいただけます。 

 

※ＴＡＣ提携校に来校される場合の日程は、直接提携校へお問い合わせください。また、定員 

 に達したクラスについては出席をお断りする場合があります。事前に出席希望の各校舎へ事

前にお問い合わせください。 

                          

コース スクーリング回数 

１級合格本科生 12回 

１級上級合格本科生 12回 

 

※１級「資料通信講座」はスクーリングご利用対象外です 

※１級合格本科生・１級上級合格本科生の全国公開模試は回数制限には入りません 

（会場受験の場合は事前に受験登録手続きが必要です）。 

 

 ◆スクーリングには、利用回数に上限があります。また、お申込みいただいている講座・コ

ースにより利用回数の上限が異なりますのでご注意ください。 

 

 ◆スクーリングをご利用の際は、各校舎の教室日程をご確認いただき、必ず会員証と教材を

ご持参の上、受講してください。 

教室講座の日程表は、ＴＡＣホームページに掲載しています。 

   予約は不要ですが、締切クラスについては出席をお断りすることがあります。また、日

程はやむを得ず変更される場合もございます。事前にＴＡＣ各校舎へお問い合わせくださ

い。 
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◆１級的中答練をスクーリングする場合、答案は教室で提出せず、通常通り専用の返信用封

筒に切手を貼って提出してください。教育訓練給付制度を利用して受講中の方が教室で提

出された場合、提出率に加算されませんのでご注意ください。 



 

 

  

 
 

 

 オリエンテーション編 
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１ 学習に先立って 
 

１．試験の程度・時間・合格ライン 
 
(１)日商簿記検定試験 

(実施方法の詳細につきましては、当受講ガイド表紙裏面をご参照ください｡) 
 

級 別 科  目 制限時間 合格レベル 

実施方法 

統一試験 ネット試験 

簿 記 

初 級 
商 業 簿 記 ４０分 

業種・職種にかかわらずビジネスパーソンが日

常業務をこなすための基礎知識。簿記の基本用

語や複式簿記の仕組みを理解し、業務に利活

用することができる。 

― 
● 

(随時実施) 

原 価 

計 算 

初 級 

原 価 計 算 ４０分 

業種・職種にかかわらずビジネスパーソンが事

業の収益性を把握するための基礎知識。原価

計算の基本用語や原価と利益の関係を分析・

理解し、業務に利活用することができる。 

― 
● 

(随時実施) 

３ 級 商 業 簿 記 ６０分 

業種・職種にかかわらずビジネスパーソンが身

に付けておくべき「必須の基本知識」として、多く

の企業から評価される資格。基本的な商業簿記

を修得し、小規模企業における企業活動や会

計実務を踏まえ、経理関連書類の適切な処理を

行うために求められるレベル。 

● 

(年３回実施) 

● 

(随時実施) 

２ 級 

商 業 簿 記 

 

工 業 簿 記 

９０分 

経営管理に役立つ知識として、企業から最も求

められる資格の一つ。高度な商業簿記・工業簿

記（原価計算を含む）を修得し、財務諸表の数

字から経営内容を把握できるなど、企業活動や

会計実務を踏まえ適切な処理や分析を行うため

に求められるレベル。 

● 

(年３回実施) 

● 

(随時実施) 

１ 級 

商 業 簿 記 

会 計 学 

 

工 業 簿 記 

原 価 計 算 

商・会 

１時間30分 

 

工・原 

１時間30分 

極めて高度な商業簿記・会計学・工業簿記・原

価計算を修得し、会計基準や会社法、財務諸表

等規則などの企業会計に関する法規を踏まえ

て、経営管理や経営分析を行うために求められ

るレベル。公認会計士、税理士などの国家資格

への登竜門。 

● 

(年２回実施) 

― 
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［合格ライン］ 

いずれの級も、100点満点のうち70点以上得点すれば合格となります。 

ただし、１級については各科目25点満点の内、１科目の得点が10点未満である場合に

は、仮に合計が70点以上であっても不合格となります。 

【１級の合否判定の例】 

 商業簿記 会 計 学 工業簿記 原価計算 合  計  

Ａ さん 17 20 15 21 73 合 格 

Ｂ さん 25 25 25  9 84 不合格 

 

(２)全経簿記検定試験 
 

級 別 科  目 制限時間 試験内容※ 

実施方法 

ペーパー ネット 

基 礎 簿 記 会 計 １時間30分 
簿記の基礎的な知識を有し、特にサービス業

等における基本的な記帳処理ができる。 
● 

(年4回実施) 
― 

３ 級 商 業 簿 記 １時間30分 

小規模企業における経営者又は経理担当者と

して、最低限必要な簿記に関する知識を有し、

かつ簡易な実務処理ができる。 

● 
(年4回実施) 

● 

２ 級 
商 業 簿 記 

工 業 簿 記 

１時間30分 

１時間30分 

個人企業及び法人企業の経理担当者又は経理

事務員として必要な商業簿記に関する知識を

有し、かつ実務処理ができる。 

● 
(年4回実施) 

● 

１ 級 

商 業 簿 記 

財 務 会 計 

 

原 価 計 算 

管 理 会 計 

１時間30分 

 

 

１時間30分 

商企業及び工企業における経理責任者として

必要な商業簿記及び工業簿記に関する知識を

有し、かつ高度な実務処理ができる。 

● 
(年4回実施) 

― 

上 級 

商 業 簿 記 

財 務 会 計 

 

原 価 計 算 

管 理 会 計 

１時間30分 

 

 

１時間30分 

商業簿記、会計学、工業簿記及び原価計算につ

いて高度な知識を有し、併せて複雑な実務処

理能力を有する。 

● 
(年2回実施) 

― 

※公益社団法人全国経理教育協会ホームページより 
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［合格ライン］ 

各級とも１科目100点満点のうち、70点以上得点すれば合格となります。 

ただし、全経上級については各科目100点満点（計400点満点）の内、70%である280点以

上得点すれば合格となりますが、日商1級と同様に1科目の得点が40%である40点未満の科

目がある場合は、280点以上であっても不合格となります。 

 

 

 (３)同じ級（例えば日商１級と全経１級）でも難易度は違う 

 

先の試験概要で日商および全経において実施される試験級を示しましたが、必ずしも

同じ名称の級だからといって試験レベルが同一ということではありません。基本的には

下記の対応による難易度の認識が一般的となっておりますので、参考にしてください。 

 

 

 

 

 

※網掛け部分については、ＴＡＣに

おいて検定試験合格のための講座

が設定されています。 

 

 

２．検定試験“合格”は通過点 

 

試験概要とは別に簡単に簿記の学習効果にも触れておきます。例えば、新聞などでは企

業の利益について、｢売上総利益｣｢営業利益｣｢経常利益｣など、当たり前のように出てきま

すが、これらは企業の業績を色々な尺度で示したものであり、簿記と密接な関係にありま

す。また、簿記はどの分野でも、どんな業種やセクションでも必要不可欠な知識であるた

め、就職や転職の場合にはやはり簿記の基礎知識と言われる２級までは最低限学習しても

らいたいと思います。工業簿記を含んだ２級までを当初の学習目標として設定して、簿記

の原理をしっかりと身につけてください。 

2016年度から2018年度にかけて、２級の試験範囲が段階的に変更され、実際の企業活動

や会計実務に即したより実践的な２級の試験に変更を遂げています。その意味でも２級取

得は今後、よりいっそう重要になると考えられます。 

多くの企業では、コンピューターを導入し業務を行っています。コンピューターは、計

算・記録・伝達などスピード・正確さ・安定性において他にかなうものはありません。しか

し、その総合的な判断力はやはり、日商１級もしくは全経上級の難関を突破して、さらに

実務でのキャリアを積むことや、さらに公認会計士・税理士などの学習を通じて初めて身

につくものです。 

 

  

１  級    上  級 

１級商会    １級商会 

２級工簿    １級原工 

２級商簿    ２級商簿 

３  級    ３  級 

初  級    基  礎 

「日商」 「全経」 
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２ 学習の進め方 
 

１．講義受講時の準備物 

 

 毎回の講義では、テキスト・筆記用具・電卓をご準備の上ご受講ください。 

 

２．「合格のための学習」を始める心構え 

 

(１)講義を休まずに受講すること 
 すべての講義内容を消化いただければ、簿記検定試験の各級の出題範囲を押さえるこ

とができるようにカリキュラムを組んでいます。 

 そのため、第一に仕事や生活の環境づくりを心掛けることと、第二に学習した範囲に

ついて次回の講義までに十分消化（復習）しておくことが重要です。 

 とくに、復習する際には、各コースに付属でお渡ししている問題集(｢スッキリわかる

(問題編)｣｢簿記の問題集｣｢合格トレーニング｣)内の対応する問題を必ず解いておきまし

ょう。 

 

  

不動産鑑定士 建設業経理士 税理士 

中小企業診断士 公認会計士 

米国公認会計士 3 級 

２級コース 

(税務) 
(建設業) 

(不動産) 

 

1 級 

全経上級 ●License Chart 

(経営) (監査) 

(監査) 

 

(税務) 

(米国会計基準・英語) 

１級上級コース 

１級コース 

米国税理士 

2 級 

(英語) 
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(２)ミニテスト・基礎答練を存分に活用する (各級合格本科生コース) 
 

 皆さんの目的は、簿記検定試験に合格することです。簿記検定試験は、簿記会計の知

識や記帳処理能力が問われる試験です。インプットした知識を、時間内でいかに的確に

アウトプットできるかが合否の分かれ目となってきます。 
 

 ３級・２級本科生コースでは、アウトプット・トレーニングを目的として、初回を除

く各回講義開始時にミニテストを実施いたします。都合で講義中に解けなかった場合で

も、復習の際には必ず解くようにしてください。そして間違った場合、どうして間違っ

たのかを十分に検討・分析し、確実に自分のものにしてください。ビデオブース講座・

Ｗｅｂ通信講座・ＤＶＤ通信講座では、講義録にミニテストを添付しますのでご利用く

ださい。 

 また、講義で学習したテーマについて、合格トレーニングに掲載されている該当する

問題にも早めに取り組みましょう。 
 

１級本科生コースでは、初回を除く各回講義開始時にミニテストを実施いたします。

都合で講義中に解けなかった場合でも、復習の際には必ず解くようにしてください。そ

して間違った場合、どうして間違ったのかを十分に検討・分析し、確実に自分のものに

してください。ビデオブース講座・Ｗｅｂ通信講座・ＤＶＤ通信講座では、講義録にミ

ニテストを添付しますのでご利用ください。 

また、講義の進行に合わせて定期的に基礎答練も実施して、学習の定着度を確認しま

す(実施回については｢学習進度表｣でご確認ください)。解説講義もありますので、受講・

復習することで基礎固めを確実にしてください。 

既に終了しているテーマに対応するトレーニングは、次回講義までに取り組んでおく

と効果的です。 
 

 １級上級合格本科生では、テキスト掲載問題・トレーニング・上級演習に早めに取り組

んで、論点ごとの実践的な解き方をマスターして、難関突破のための実力を身につけまし

ょう。 

 

(３)疑問点はしっかり解消しましょう 
 

 受講メディアごとに、各種質問サービスをご利用いただけます。詳しくは通学メディ

ア・通信メディア共通編「６各種フォロー・サービス対応表」をご覧ください。疑問点

が見つかった時にはそのままにせず、できるだけ早く解決しましょう。 
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３ 試験への取り組み方 
 

１．３級・２級について 

これから簿記の学習を始める受講生の皆さんに、試験内容の大枠を示しますので、参考に

ご覧ください。 

 

（１）合格基準は７割以上 

３級は全３問で構成され、２級は全５問で構成されます。配点としては次のとおり

です。70点以上で合格になります。 

    ［第１問］［第２問］［第３問］［第４問］［第５問］ 合 計 

３級 ：  45    20    35      ―    ―     100 

２級 ：  20    20    20    28    12    100 

 

（２）基本の理解が大切 

３級・２級では基本事項を幅広く理解しているかを問う問題が出題されます。知識

を定着させずに問題演習を数多くこなすだけでは、正しい実力養成とはいいきれま

せん。むやみに問題演習を重ねるだけでは、苦手意識を持ってしまうだけになるおそ

れもあることから、論点の内容をきちんと理解し、それにもとづき問題演習を積み上

げる、という学習スタイルで臨みましょう。 

また、本試験問題のレベルに慣れるうえでも、“本試験レベルの問題の実践”は欠

かせません。自分が受ける検定が過去にどのように出題されていたかは、知っておい

たほうが望ましいです。問題を繰り返し解くことで、理解もより深まってきます。 

簿記学習の基本スタイルである｢基礎知識の定着＋問題演習の積重ね｣を、しっか

り進めてください。 

 

（３）２級は新たに工業簿記が加わる 

３級においては｢商業簿記｣のみだった学習範囲に、２級に進むと｢工業簿記｣とい

う科目が新たに加わってきます。理解が定着しさえすれば、｢商業簿記｣も｢工業簿記｣

も同じ簿記というイメージの中でとらえることができるようになるのですが、学習

を始めた当初は、｢商業簿記｣との相違で取り組みにくい印象を受けるかもしれませ

ん。しかし、２級で学習する｢工業簿記｣はあくまで基礎的な内容であり、級が上がれ

ばそれだけ学習量が増えるのは必然ともいえますので、初心に立ち返って頑張って

ください。 

｢商業簿記｣に比べると｢工業簿記｣のほうが出題分量が少なめであることから、２

級工業簿記で失点をいかに少なく抑えることができるかがカギになります。その意

味でも、｢工業簿記｣での学習はより重要になっていくものと考えられます。 
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（４）努力と成果の関係 

 ３級  ２級商業簿記  ２級工業簿記 

 

得 

 

点 

  

得 

 

点 

  

得 

 

点 

 

 
学習時間 

 

 
学習時間 

 
学習時間 

※２通りのタイプが 

見受けられます。 

 

（５）３級・２級には｢統一試験｣と｢ネット試験｣があります。 

３級および２級では、年３回実施の｢統一試験｣に加え、随時実施の｢ネット試験｣

も施行されており、どちらの試験形式で受験いただいても、70点以上取ることができ

れば合格になります。 

｢ネット試験｣｢統一試験｣の詳細につきましては、当受講ガイド表紙裏面をご参照

ください。 

統一試験は、６月第２日曜日、11月第３日曜日、翌年２月第４日曜日の年３回

実施になります。 

また、ネット試験は随時受験可能です。ただし、年度替わりの４月上旬および

統一試験実施日前後は実施休止となります。詳細は、最寄りのCBTテストセンタ

ーにてご確認ください。 

 

＜ネット試験・統一試験の施行時期イメージ＞ 
 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

  

統 
一 
試 
験 

統 
一 
試 
験 

統 
一 
試 
験 

ネット 

試験 

ネット 

試験 

ネット 

試験 

ネット 

試験 
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２．１級について 

（１）基本的な学習スタイルは３・２級と同じ 

１級については、３・２級のように特に決まった出題パターンというものはありま

せん。１級は、簿記検定試験において最高峰に位置づけられるもっともレベルの高い

試験といえ、出題される学習範囲も多岐に亘ります。また、同じ論点を問う問題でも

いろいろな角度からの出題がなされ、学習当初は２級とは随分と違った印象を受け

ることと思います。しかし、３・２級のところでも述べましたが、学習スタイルの｢基

礎知識の定着＋問題演習の積重ね｣は、たとえ１級であっても同様のことが言えます。

なぜなら、各論点をどのような角度から問われても対応できるように基礎知識をし

っかりとつけ、次に本試験に慣れるといった意味合いや、傾向分析も含めて過去問題

を解くことは合格を目指す上では必要不可欠なことだからです。 

 

（２）バランスの取れた学習を 

１級は商業簿記・会計学・工業簿記・原価計算と科目が４つに増え、学習範囲自体

も２級のそれを大きく凌駕します。また、合計点が70点以上で合格という点は３級・

２級と同じですが、それ以外に、各科目(配点25点ずつ)のうち１科目でも10点未満の

科目があると、たとえ合計70点以上得点できていても不合格となってしまうボーダ

ーラインも設けられていることから、とても厳しい試験となっています。したがって

各科目をバランスよく学習することがより大切であり、苦手科目を作らないことも

常に意識しながら学習を進めることが、合格のための必要条件となってきます。 

各科目で10点を下回らないような基礎力を養いつつ、合計で70点に届くように総

合力をあわせて鍛えるよう日頃から意識して学習を継続しましょう。プラスαとし

て得意な科目、つまり満点に近い点を取れる科目を作ることができれば、より一層合

格に近づくといえそうです。 

 

（３）努力と成果の関係 

商業簿記  会計学  工業簿記  原価計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

 学習時間  学習時間  学習時間  学習時間 
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４ 日商簿記検定３級の傾向と対策 
 

１．３級本試験の出題傾向 

 

 第１問 

    (配点 45点) 

仕訳問題 (計 15題) 

第１問では、指定された勘定科目を用いての仕訳問題が 15 問出題

されます。｢商品売買｣｢現金・預金｣｢手形｣｢債権・債務｣｢固定資産｣

｢会社会計｣｢税金｣｢決算整理｣｢決算振替｣など、３級の学習内容のす

べての範囲から出題されます。証ひょう(納品書、領収書など)から

仕訳を行う問題も出題されます。 

 第２問 

    (配点 20点) 

個別問題 (計 2 題) 

第２問では、｢経過勘定｣｢固定資産｣｢株式会社会計｣｢法人税等｣など

の勘定記入問題や商品有高帳や固定資産台帳などの補助簿作成問

題が出題されます。また、補助簿選択問題や適語記入問題、語群選

択問題などが出題されることもあります。 

 第３問 

    (配点 35点) 

決算総合問題 

第３問では、決算整理型の総合問題である財務諸表(損益計算書･貸

借対照表)の作成、決算整理後残高試算表の作成もしくは精算表の

作成が出題されます。解答要求が何であれ、解答を作成するうえで

は決算整理仕訳の理解が不可欠です。｢売上原価の計算｣｢貸倒引当

金の設定｣｢固定資産の減価償却｣などの代表的な論点は、着実にマ

スターしてください。 

 

 

  



- 65 - 

 

２．各コースのスケジュール進行および対策 
 

【３級スッキリパック】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３級みん欲し!パック】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３級合格本科生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

講義期(INPUT 期間) 

３級商簿講義 
３級解法 

テクニック講義 

直前期(OUTPUT 期間) 

３級総まとめ 
講義演習 

   

３級プレ答練 
(WEB 配信または DVD 送付) 

３級解法力 
完成答練 

本 

試 

験 

合 

格 

講義期(INPUT 期間) 

３級ポイント 
解説 Web 講義 

３級解法 
テクニック講義 

直前期(OUTPUT 期間) 

３級 
プレ答練 

３級解法力 
完成答練 
(第１回) 

本 

試 

験 

合 

格 

講義期(INPUT 期間) 

３級ポイント解説 Web 講義 

本 

試 

験 

合 

格 

｢スッキリうかる｣ 

書籍にて演習強化 
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(１)講義期における学習 

 
簿記学習は INPUT と OUTPUT の繰り返しで学習を進めていきます。具体的には、

まずは各コースの講義をご受講いただき、学習内容を正しく理解します。そのうえで、

問題集やトレーニングなどを用いて問題を数多く解くことにより、知識を定着させま

す。間違った箇所につきましては、必ずテキストに立ち返って内容を再確認するよう

にしてください。この INPUT と OUTPUT の繰り返しを継続することにより、各論点

を着実にマスターしていきましょう。 
 
｢３級合格本科生｣については、前回講義の確認として｢ミニテスト｣を実施いたします

ので、学習のペースメーカーとしてご活用ください。基本的な内容の確認になります

ので、満点をとれるようにしましょう。また、通信メディアにおいては、｢実力テスト｣

を発送いたしますので、テキスト学習を一通り終了した段階で、必ず解いておきまし

ょう。 
 
｢３級みん欲しパック｣｢３級合格本科生｣については、テキストの学習が終了いたしま

したら、『３級解法テクニック講義』に進みましょう。｢合格するための本試験問題集｣

を用いて講義を実施いたします。当講義は、本試験レベルの問題を通して解法力や得

点力を養成する講義になります(通学メディアの方は WEB 配信)。また、使用教材｢合

格するための本試験問題集｣にはネット試験対応の模擬試験プログラム(全 10 回分)が

付属されておりますので、PC にてネット試験の操作方法なども確認しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解法 
テクニック 

講義 
 
 
 

｢合格するための 
本試験問題集｣ 
を用いて、 

習得した知識をもとに 
本試験レベルの問題に 

取り組むうえで 
必要な考え方を 
習得します｡ 

講義期における学習 

みん欲し 
パック 

｢簿記の教科書｣での内容理解･マスター 

｢簿記の問題集｣での問題演習 

スッキリ 
パック 

｢スッキリわかる｣(テキスト編)での内容理解 

｢スッキリわかる｣(問題編)での問題演習 

合格 
本科生 

｢合格テキスト｣での 
内容理解･マスター 

｢合格トレーニング｣ 
での問題演習 

講義期が 
終了したら、 
｢実力テスト｣ 
を解いて 
学習論点を 

総括しましょう！ 

｢スッキリうかる｣ 
を用いて、 

本試験レベルの問題に 
取り組みます｡ 
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(２)直前期における学習 
 
｢３級合格本科生｣は、３級総まとめ講義演習、３級プレ答練、３級解法力完成答練(全

３回)を実施します(３級プレ答練は自宅学習用教材であり、提出課題ではございませ

ん)。 
 
｢３級みん欲しパック｣は、３級プレ答練、３級解法力完成答練(第１回のみ)を実施し

ます。 
 
３級総まとめ講義演習では、学習した内容を問題形式であらためて振り返るとともに、

解法手順の確認なども行います。 
 
３級プレ答練は、各問いごとの解答手順の確認のみならず、制限時間(60分)における

解答戦略なども考慮します。ネット試験対応模擬試験プログラムも用意しております

ので、TAC WEB SCHOOL にてご確認ください。なお、通学メディアの場合は、解説

講義動画は WEB 配信になります。 
 
３級解法力完成答練は、まさに本試験レベルを想定した予想問題になります。統一試

験であれネット試験であれ、どのような問題が出題されたとしても対応できるよう、

全３回で幅広い論点を最終確認いたします。最初に解いた段階で得点が思うように伸

びなかったとしても、復習を積み重ねることで点数が上がっていきますので、あきら

めることなく最後の総仕上げを行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

直前期における学習 

スッキリ 
パック 

３級解法力 
完成答練 
(第１回のみ) 

 

３級プレ答練 
みん欲し 
パック 

３級総まとめ 
講義演習 

３級解法力 
完成答練 
(全３回) 

３級プレ答練 
合格 
本科生 

｢スッキリうかる｣を用いて、 
本試験レベルの問題に取り組みます｡ 

ネ
ッ
ト
試
験
も
し
く
は
統
一
試
験
を
受
験
！ 
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５ 日商簿記検定２級の傾向と対策 
 

１．２級本試験の出題傾向 

 

商 

 

業 

 

簿 

 

記 

 第１問 

    (配点20点) 

仕訳問題 (計５題) 

第１問では、指定された勘定科目を用いての仕訳問題が５問出題

されます。｢商品売買｣｢有価証券｣｢固定資産｣｢純資産会計｣など、

２級商業簿記の学習内容のすべての範囲から出題されます。 

 第２問 

    (配点20点) 

個別論点の計算問題など 

第２問では、連結会計(連結精算表、連結財務諸表)がしばしば出

題されています。また、｢商品売買｣｢有価証券｣｢固定資産｣｢純資

産会計｣などの勘定記入問題、個別計算問題が出題される場合も

あります。 

 第３問 

    (配点20点) 

決算総合問題 

第３問は、損益計算書・貸借対照表の作成、精算表の作成などの

個別決算に関する総合問題が出題されています。３級第３問対策

と同じく、決算整理事項のマスターが必須になります。また、本

支店会計(本支店合併財務諸表や本店側の損益勘定など)が出題

される場合もあります。 
 

工 

 

業 

 

簿 

 

記 

 第４問(1) 

    (配点12点) 

仕訳問題 (計３題) 

第４問(1)では、指定された勘定科目を用いての仕訳問題が３問

出題されます。｢材料費｣｢労務費｣｢経費｣｢製造間接費｣｢本社工場

会計｣などがしばしば出題されています。 

 第４問(2) 

    (配点16点) 

計算問題 

第４問(2)では、部門別計算、個別原価計算、総合原価計算、製

造原価報告書作成などの論点が出題されます。 

 第５問 

    (配点12点) 

計算問題 

第５問では、標準原価計算、直接原価計算､CVP 分析などが出題

されています。 
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２．各コースのスケジュール進行および対策 
 

【２級スッキリパック】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２級みん欲し!パック】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２級合格本科生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

講義期(INPUT 期間) 

２級ポイント 
解説 Web 講義 

２級解法 
テクニック講義 

直前期(OUTPUT 期間) 

２級 
プレ答練 

２級解法力 
完成答練 

(第１回･第２回) 

本 

試 

験 

合 

格 

講義期(INPUT 期間) 

２級ポイント解説 Web 講義 

本 

試 

験 

合 

格 

講義期(INPUT 期間) 

２級商業簿記講義 
 
 

２級工業簿記講義 

２級解法 
テクニック講義 

直前期(OUTPUT 期間) 

２級 
総まとめ 
講義演習 

２級 
解法力 
完成答練 

本 

試 

験 

合 

格 

２級 
プレ答練 

直前期(OUTPUT 期間) 

２級解法力完成答練 
(第１回･第２回) 

｢スッキリうかる｣ 

書籍にて演習強化 
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(１)講義期における学習 

 
簿記学習は INPUT と OUTPUT の繰り返しで学習を進めていきます。具体的には、

まずは各コースの講義をご受講いただき、学習内容を正しく理解します。そのうえで、

問題集やトレーニングなどを用いて問題を数多く解くことにより、知識を定着させま

す。間違った箇所につきましては、必ずテキストに立ち返って内容を再確認するよう

にしてください。この INPUT と OUTPUT の繰り返しを継続することにより、各論点

を着実にマスターしていきましょう。 
 
｢２級合格本科生｣については、前回講義の確認として｢ミニテスト｣を実施いたします

ので、学習のペースメーカーとしてご活用ください。基本的な内容の確認になります

ので、満点をとれるようにしましょう。また、通信メディアにおいては、｢実力テスト｣

を発送いたしますので、テキスト学習を一通り終了した段階で、必ず解いておきまし

ょう。 
 
｢２級みん欲しパック｣｢２級合格本科生｣については、テキストの学習が終了いたしま

したら、『２級解法テクニック講義』に進みましょう。｢合格するための本試験問題集｣

を用いて講義を実施いたします。当講義は、本試験レベルの問題を通して解法力や得

点力を養成する講義になります(通学メディアの方は WEB 配信)。また、使用教材｢合

格するための本試験問題集｣にはネット試験対応の模擬試験プログラム(全 10 回分)が

付属されておりますので、PC にてネット試験の操作方法なども確認しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解法 
テクニック 

講義 
 
 
 

｢合格するための 
本試験問題集｣ 
を用いて、 

習得した知識をもとに 
本試験レベルの問題に 

取り組むうえで 
必要な考え方を 
習得します｡ 

講義期における学習 

みん欲し 
パック 

｢簿記の教科書｣での内容理解･マスター 

｢簿記の問題集｣での問題演習 

スッキリ 
パック 

｢スッキリわかる｣(テキスト編)での内容理解 

｢スッキリわかる｣(問題編)での問題演習 

合格 
本科生 

｢合格テキスト｣での 
内容理解･マスター 

｢合格トレーニング｣ 
での問題演習 

講義期が 
終了したら、 
｢実力テスト｣ 
を解いて 
学習論点を 

総括しましょう！ 

｢スッキリうかる｣ 
を用いて、 

本試験レベルの問題に 
取り組みます｡ 
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(２)直前期における学習 
 
｢２級合格本科生｣は、２級総まとめ講義演習、２級プレ答練、２級解法力完成答練(全

４回)を実施します。 
 
｢２級みん欲しパック｣は、２級プレ答練、２級解法力完成答練(第１回･第２回のみ)

を実施します。 
 
｢２級スッキリパック｣は、２級解法力完成答練(第１回･第２回のみ)を実施します。 

 
２級総まとめ講義演習では、学習した内容を問題形式であらためて振り返るとともに、

解法手順の確認なども行います。 
 
２級プレ答練は、各問いごとの解答手順の確認のみならず、制限時間(90分)における

解答戦略なども考慮します。ネット試験対応模擬試験プログラムも用意しております

ので、TAC WEB SCHOOL にてご確認ください。 
 
２級解法力完成答練は、まさに本試験レベルを想定した予想問題になります。統一試

験であれネット試験であれ、どのような問題が出題されたとしても対応できるよう、

全４回で幅広い論点を最終確認いたします。最初に解いた段階で得点が思うように伸

びなかったとしても、復習を積み重ねることで点数が上がっていきますので、あきら

めることなく最後の総仕上げを行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

直前期における学習 

スッキリ 
パック 

２級解法力 
完成答練 

(第１回･第２回のみ) 

 

２級プレ答練 
みん欲し 
パック 

２級総まとめ 
講義演習 

２級解法力 
完成答練 
(全４回) 

２級プレ答練 
合格 
本科生 

｢スッキリうかる｣を用いて、 
本試験レベルの問題に取り組みます｡ 

ネ
ッ
ト
試
験
も
し
く
は
統
一
試
験
を
受
験
！ 

２級解法力 
完成答練 

(第１回･第２回のみ) 
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３．科目別攻略法 

 

☆商業簿記 

３級から学習した商業簿記ですが、２級商業簿記はさらに範囲が広がります。とはいえ、

基本的な攻略法は３級と変わりません。各論点を一つずつ丁寧に習得しましょう。 

｢商品売買｣｢固定資産｣｢現金預金｣などは３級の基礎知識をベースに、より広くより高く

学習します。また、｢有価証券｣｢リース取引｣｢税効果会計｣｢外貨建取引｣｢本支店会計｣｢連結

会計｣など新しい論点も登場します。実務ではどれも重要なものばかりですので、着実にマ

スターしましょう。 

商業簿記は、かけた努力と得られる成果は比例しますので、講義で各論点を学習したら、

テキストの復習とトレーニングの問題を解いていきましょう。知識として定着させていく

繰り返しが最大の攻略法になります。 

 

☆工業簿記 

工業簿記は、２級ではじめて学習する範囲であり、最初はとっつきにくく感じるかもし

れません。ですが、いったん得意になってしまえばあとは安定して得点が期待できる科目

です。したがって、工業簿記を攻略するには、学習論点が“工業簿記全体の流れのどこに位

置するのか”を常にイメージすることが大切です。地道に努力を続けていれば、ある日突

然目の前の扉が開かれたように工業簿記が得意になるでしょう。ひとたび理解すれば高得

点を取りやすい科目であるともいえるため、商業簿記の学習範囲の広さも考慮すると、「工

業簿記を制するものが２級を制す」といえるでしょう。 

 

 

 ＜商業簿記＞   ＜工業簿記＞ 

 

得 

 

点 

   

得 

 

点 

 

 
学習量 

  
学習量 

 
 
  ※２通りのタイプが 

見受けられます。 
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４．ステップアップ 

 

２級の試験に合格後、そのままの勢いで１級までやってみようと思う方、税理士や公認

会計士の学習をスタートしようと思っている方、あるいは、この知識を現在の仕事に活か

そうと思っている方など、いくつもの選択肢が考えられます。 

２級の知識があれば、公認会計士・税理士の学習を十分始められます。さらに１級の知

識があれば、簿記に関する体系的知識を身につけることが可能です。 

 

 
日商簿記 

２級 

税 理 士 受 験 公認会計士受験 

 公認会計士試験受験

において、１級は基礎固

めに最適と言えます。１

級で得た知識は、そのま

ま会計士の受験勉強に

役立ちます。 

 １級の学習内容は会計科

目に関連しますので、長期

間に亘る税理士試験を乗り

越えられるかどうかの判断

基準としても有効です。 

 社内において、今まで

とは違った発言ができ

るようになります。 

 あるいは、自分で積極

的に会社の経営数値に

携わることができるよ

うになります。 

日商簿記１級の学習効果 

他のビジネス資格 

 

 

日商１級の学習内容は、公認会計士・税理士・他のビジネス資格へのより高い波及効

果があります。また、実務にも役立つ広範囲の論点を学習しますので、修得した体系

的知識は、大企業や上場会社でも大いに活用できます。 
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６ 日商簿記検定１級の傾向と対策 
 

１．出題傾向 
 

商 

業 

簿 

記 

・ 

会 

計 

学 

 商業簿記 

    (配点25点) 

決算総合問題、本支店会計、連結会計など 

商業簿記では、「個別会計（会社ごとの財務諸表を作成するための会計手

続）の総合問題」が多く出題され、本支店会計や連結会計（企業集団の財

務諸表を作成するための会計手続）の総合問題が出題される場合もありま

す。「個別会計の総合問題」に含まれる各論点としては、２級までに学習済

みの論点のほかに、１級でこれから学習する論点の中でも次のような論点

が特に多く出題されています。１級の商業簿記では、２級の総合問題（精

算表や財務諸表作成の問題）の対策として重要な論点と、それらに関連し

て１級で追加学習する論点が多く出題されていることが分かります。 
 
【商業簿記の個別会計の総合問題でよく出題される論点】 

  ① 一般商品売買 (収益認識基準も含む) 

  ② 棚卸資産 (売価還元法も含む) 

  ③ 特殊商品売買 (委託販売など) 

  ④ 現金預金 

  ⑤ 貸倒引当金 (一般債権・貸倒懸念債権・破産更正債権等) 

  ⑥ 有価証券 

        (売買目的有価証券・満期保有目的債券・子会社株式 

・関連会社株式・その他有価証券・減損処理など) 

  ⑦ 固定資産 

(減価償却・リース取引・減損会計・資産除去債務・無形固定資産など) 

  ⑧ 税効果会計 

  ⑨ 社債 (普通社債・買入償還・新株予約権付社債など) 

  ⑩ 引当金 

  ⑪ 外貨換算会計 

  ⑫ 退職給付会計 

  ⑬ 純資産会計 

  ⑭ 収益・費用の見越し・繰延べ 
 

(上記のうち、太字部分は２級商業簿記にて一部をすでに学習しています。) 

 会 計 学 

    (配点25点) 

理論問題や個別論点の計算問題など 

会計学では、毎年のように新たに公表される会計基準等に準拠した問題が

多く出題されています。類似論点や類似問題が繰り返し出題されることは

少ないですが、「キャッシュ・フロー計算書」「包括利益計算書」「企業結合

（連結会計を含む）」など、特殊な財務諸表を作成する問題は会計学で出題

される傾向があります。 
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工 

業 

簿 

記 

・ 

原 

価 

計 

算 

 工業簿記 

    (配点25点) 

財務会計からの出題が中心 

工業簿記では、財務会計の一環として「原価計算制度」からの出題が中心

となっており、財務諸表に表示されるまでの一連の製品原価の計算が主な

対象になります。「製品原価計算」の過程における数値や、その結果として

の「勘定記入」、「財務諸表の作成」といった形式で問われることが大半で

す。具体的には、①費目別計算、②部門別計算、③実際総合原価計算、④

標準原価計算などの論点はしばしば出題されており、特に重要です。いず

れの論点にしても個々の計算ルールを正確に実践できることが必要とな

りますので、しっかりとした学習時間を確保することが重要となります。 

 原価計算 

    (配点25点) 

管理会計からの出題が中心 

原価計算では、ほぼ「管理会計」の分野からの出題となっており、経営管

理に必要な「利益計画」「予算統制」「経営意思決定」「戦略的原価計算」に

関する知識や計算能力が問われます。（ただし、まれに実際総合原価計算の

ような「財務会計」からの出題もあります。）管理会計のデータの大半は内

部的なもので、外部に公表することを予定していないことから原価計算制

度のようにルールに縛られることもありません。つまり確実な「型」はな

いということでもあり、臨機応変な対処能力が求められます。したがって、

学習にあたっては、様々な事例を通じてこの分野に特有の思考プロセスを

理解することに重点を置いてください。本試験では、①ＣＶＰ分析、②最

適セールス・ミックスの決定、③予算実績差異分析、④経営意思決定（業

務的意思決定、設備投資の意思決定）⑤活動基準原価計算などが頻繁に出

題されています。 

 

２．対策 
  

● １級合格本科生  
 

 

 

 

 

 
   

● １級上級合格本科生  
 

 

 

 

 

  

講義期(INPUT 期間) 

１級商業簿記･会計学講義 

直前期(OUTPUT 期間) 

１級全国 
公開模試 

本 

試 

験 

合 

格 １級工業簿記･原価計算講義 

１級商会 
的中答練 

１級工原 
的中答練 

講義期(INPUT 期間) 直前期(OUTPUT 期間) 
本 

試 

験 

合 

格 

１級商会上級講義 

１級工原上級講義 

１級商会上級演習 

１級工原上級演習 

１級商会 
直前講義演習 

１級工原 
直前講義演習 

１級全国 
公開模試 

１級商会 
的中答練 

１級工原 
的中答練 

１級商会 
直前講義演習 

１級工原 
直前講義演習 
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(１)講義期における学習 
  
『１級講義』は商業簿記･会計学が全 36 回、工業簿記･原価計算が全 33 回になりま

す。また、『１級上級講義』は商業簿記･会計学、工業簿記･原価計算いずれも全 14回に

なります。講義では、いずれも｢合格テキスト｣を使用いたします。 
 
簿記学習は INPUT と OUTPUT の繰り返しで学習を進めていきます。具体的には、

まずは講義にご出席･ご受講いただき、内容を正しく理解します。そのうえで、トレー

ニングを用いて問題を数多く解くことにより、知識を定着させます。間違った箇所に

つきましては、必ずテキストに立ち返って内容を再確認するようにしてください。こ

の INPUT と OUTPUT の繰り返しを継続することにより、各論点を着実にマスター

していきましょう。 
 
１級合格本科生では、前回講義の確認として｢ミニテスト｣を実施いたしますので、学

習のペースメーカーとしてご活用ください。基本的な内容の確認になりますので、満

点をとれるようにしましょう。また、定期的に｢基礎答練｣を実施いたしますので、その

時点での総合問題解法に挑戦してみましょう。 
 
なお、１級学習において学習期間が長く前半に学習した科目の内容をしっかりキープ

しておく必要もあります。｢１級レベルアップ答練｣は、その前半科目の基礎力維持お

よび早期からの制限時間 90分内の問題演習にも取り組めますので、直前期を迎えるま

でにしっかり取り組んでおきましょう(別途申込みが必要)。 
 
また、１級上級合格本科生では、『１級上級講義』と並行して『１級上級演習』を実

施いたします。『１級上級講義』では、問題資料の読取りや効率的な考え方など、より

実践的に講義を進めていきます。『１級上級演習』では、本試験レベル相当の問題を早

期に消化することにより、基礎力の強化のみならず、解法力の向上も目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

講義期における学習 

合格 
本科生 

｢合格テキスト｣での 
内容理解･マスター 

｢合格トレーニング｣ 
での問題演習 

定期的に 
｢基礎答練｣ 
を解いて 
学習論点を 

総括しましょう！ 

上級合格 
本科生 

｢合格テキスト｣での 
内容整理など 

｢合格トレーニング｣ 
での問題演習 

定期的に 
｢上級演習｣ 
を解いて 

早期より得点力を
増強しましょう！ 

｢過去問題集｣(要購入) 
を用いて、 

本試験レベルの演習強化
および出題傾向の把握に

努めます。 

｢レベルアップ答練｣ 
(別途申込)を用いて、 
習得した知識をもとに 
制限時間(90 分)での 

解法感覚なども 
養います｡ 
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(２)直前期における学習 
  
『１級直前期』は１級直前講義演習、１級的中答練、１級全国公開模試を実施します。 

 
１級直前講義演習では、重要論点（商会）・基礎論点（工原）をあらためて確認する

とともに、直前期の過ごし方などにも触れていきます。 
 
１級的中答練は、本試験の出題予想にもとづき、本試験レベル相当の総合問題に挑戦

いたします。正解を導き出すのみならず、制限時間内でどのように合格答案を作成す

べきなのかという解答戦略もあわせて養います。得点分布表を作成し TAC WEB 

SCHOOL に掲載させていただきます。学習者全体の中の位置づけなどにも注視しまし

ょう。 
 
１級全国公開模試は、本試験完全準拠の最終模擬試験になります。本試験直前の総合

判断と合格可能性の判定を実施し、直前期の追い込みへと繋げます。公開模試の受験

が終わりましたら、的中答練を含め、残された期間内でしっかり復習し、本試験を万全

の状態で迎えてください。 
 
また、的中答練の消化の合間に、過去問題集にて過去既出問題を消化してみてもよい

でしょう。本試験では、過去問題と同タイプの問題が出題されることもあり、過去問を

解いた経験がそのまま活きる場合もあります。時間に余裕があれば、過去問題集にも

挑戦してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

直前期における学習 

１級直前講義演習 
(科目ごと全１回) 

１級全国公開模試
(商会工原同日実施) 

１級的中答練
(科目ごと全５回) 

受
験
！ 

本
試
験
を 
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４．科目別攻略法 

 

(１)商業簿記・会計学 

 

商業簿記と会計学とでは、出題形式（総合問題か個別問題か、計算問題か理論問題か）

に違いが見られますが、出題論点に関しては、重複するものが非常に多いです。したが

って、①論点ごとの学習段階では、まず、重要な論点について、その会計処理（仕訳、金

額の計算方法、表示区分など）をしっかりと確認するようにしてください。②その際に、

参考程度で構いませんので、関連する会計基準などを並行して読んでいただくと、より

理解が深まります（理論問題のために暗記するのではなく、具体的な会計処理と関連す

るところを理解することを心掛けてください）。会計学の個別問題については、このよ

うに重要な論点ごとの学習をしっかりと行っていれば、十分な対策ができるはずです。

③その次に、ある程度、論点ごとの学習が進んだら、定期的に総合問題を解いて練習す

るようにしてください。総合問題の場合には、１つの問題の中に様々な論点が入ってい

るため、論点ごとの処理を行うために必要な資料や条件を探すのに最初のうちは、戸惑

う方が多いと思います。論点ごとの会計処理を十分に理解していても、最初のうちは、

中々、答案用紙を埋めるのに苦労すると思いますが、繰り返し練習することによって、

解答スピードを徐々に上げていけるように心掛けてください。④最後に、もう少しだけ

頑張れそうな方は、その他の特殊な論点について追加で確認するようにしてください。 

商業簿記・会計学の対策では、学習する論点が非常に多いので、まずは、重要な論点だ

けで十分に戦えるだけの知識と実践力を身につけることを優先して、余裕があれば、そ

の他の細かい論点を追加するというような、メリハリのある学習を心掛けることが大切

になります。 
 

学習の優先順位 備   考 

① 重要な論点の確認 会計処理（仕訳、金額の計算、表示区分など）を覚える。 

② 会計基準を読む 暗記するのではなく、内容の理解を心掛ける。 

③ 総合問題を解く 
解き慣れることが重要。 

分からないことが多い時は、①に戻る。 

④ その他の論点の追加 
特殊な論点が多いですが、会計処理は易しいものが多い

ので、余裕があれば確認しておきましょう。 

 

なお、総合問題が苦手という方は、初心に返って、合格テキストⅠの「テーマ１ 商業

簿記・会計学総論」などに戻って、財務諸表を作成するまでの手続きや作成上のルー

ル（特に表示区分）をしっかりと確認してみましょう。 
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(２)工業簿記・原価計算 

 

工業簿記と原価計算については、出題傾向のところで示したように、基本的に原価計

算目的（財務会計か管理会計か）の違いが出題科目に反映していると考えるのが分かり

やすいでしょう。したがって、科目別攻略というよりも計算目的ごとに攻略を考えたほ

うが合理的です。 

 

①製品原価計算（工原テキストⅠとⅡ） 

本試験の工業簿記では、主に製品原価計算に関する各種論点が出題されます。この分

野については、ほとんどの論点が２級工業簿記の延長線上にあるものの、１級ではその

内容が格段に細かくなります。企業外部の利害関係者に対する財務報告に際して、財務

諸表に表示する製品原価情報の入手を主たる目的とするため、基本的なルールの枠を定

めた「原価計算基準」に従って処理を行いますが、さらに、より理論的な処理方法や、原

価管理や業績測定に役立つ処理方法など、押さえるべき内容は多岐に亘ります。 

この分野では処理能力が得点に直結することから、学習方法は個々の処理方法を確実

にマスターする（つまり、知識がある・計算ができる）ことに尽きます。それには学習量

に勝るものはなく、テキストやトレーニングを反復学習することで処理能力を高めるほ

かにありません。その際、漫然と電卓を打つのではなく、製品原価の集計プロセスであ

る勘定連絡を念頭に置きながら、論点と論点の繋がりを意識して学習することが理解を

深めるうえでも大切です。 

 

②管理会計（工原テキストⅢ） 

本試験での原価計算は、ほとんどが管理会計に関する分野から出題されています。こ

の分野は、企業が経営を円滑に遂行し、また、持続的発展を目指すために必要となる、企

業内部における経営管理情報を入手することが目的です。ゆえに（外部報告のための）

製品原価計算のように、一定のルールに従って処理を行うといった制約は基本的にあり

ません。つまり、仮に問題の趣旨が同じであっても、形式が酷似するような問題はほと

んどないのが特徴です。 

したがって、解き方だけを真似て覚えるような勉強方法ではとうてい太刀打ちできず、

問題ごとに出題意図を読み取れる読解力と、適切な処理手順が組み立てられる思考能力

が備わっている必要があります。つまり、ある計算結果を得るためには、その前段階の

計算が必要になり、またその計算には、関連する資料をどのタイミングで使用すれば良

いかをその都度適切に判断できなければなりません。 

このような実力は一朝一夕にはつきませんから、日頃から、個々の論点の学習に際し

てはテキストを熟読し、計算処理の背景にある概念や趣旨の理解を心掛けることが大切

です。 
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だ
さ
い
 

※
裏
面
に
返
却
先
の
住
所
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

送
付
先
 
〒

1
0
1
-
83

8
3
 東

京
都
千
代
田
区
神
田
三
崎
町

3
-
2
-1

8
 

 
Ｔ
Ａ
Ｃ

 
通
信
教
育
部

 
行

 

 
 
 
 

 
 
年

 
 
 

 
月
合
格
目
標

 
 

【
通
信
メ
デ
ィ
ア
用
】
 

 
 
～
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
～

 

右
上
の
合
格
目
標
年
月
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

回
答
対
象
：
会
員
証
有
効
期
限
の
２
週
間
前
ま
で
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
着
分
。

 

利
用
に
際
し
て
の
上
限
回
数
：
受
講
ガ
イ
ド
Ｐ

.1
6
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 

Ｗ
ｅ
ｂ
通
信
講
座

 
・

 
Ｄ
Ｖ
Ｄ
通
信
講
座

 



  
＜
キ
リ
ト
リ
＞

 

簿
記
検
定
講
座

 
質
問
カ
ー
ド
返
却
用
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

 

          
 

【
両
面
コ
ピ
ー
し
て
ご
利
用
下
さ
い
。
両
面
コ
ピ
ー
が
難
し
い
場
合
は
、
質
問
カ
ー
ド
と
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
コ
ピ
ー
し
て
一
緒
に
郵
送
し
て
下
さ
い
。
】
 

   

厚
生
労
働
省
認
可

 

通
 信

 教
 育

 

  

住
所

 

氏
名

 

会
員

番
号

 

都
・
道

 

府
・
県

 

様
 

 

≪
返
却
用
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
記
入
上
の
注
意
≫
 

 

◎
 住

所
・
氏
名
・
会
員
番
号
は
漏
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

  
◎

 
ご
記
入
い
た
だ
い
た
住
所
に
回
答
済
み
質
問
カ
ー
ド
を
郵
送
返
却

 

 
 

 
い
た
し
ま
す
の
で
、
丁
寧
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

  



   
＜
キ
リ
ト
リ
＞

 

簿
記
検
定
講
座

 
質
問
カ
ー
ド

 
質
問
事
項
：

 

         

≪
ご
質
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
受
付
窓
口
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
≫
 

回
 

 
答
：
１
．

 
添
付
資
料
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 
２
．

 
下
記
回
答
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 

           
講
師
名
：

 
 

Ｔ Ａ Ｃ  

会 員 番 号  

 

氏 名 

様
( 
  
  
校

) 
※
Ｔ
Ａ
Ｃ
会
員
番
号

(1
0
ケ
タ

)を
ご
記
入
下
さ
い
。

 

申 込 コ ー ス 受 講 形 態 

 

ビ
デ
オ
ブ
ー
ス
講
座

 

１
級
・
１
級
上
級
 

２
級
・
３
級
 

 

 
 
 
 

 
 
年

 
 
 

 
月
合
格
目
標

 

【
ビ
デ
オ
ブ
ー
ス
講
座
用
】
 

 
 
～
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
～

 

右
上
の
合
格
目
標
年
月
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

回
答
対
象
：
会
員
証
有
効
期
限
の
２
週
間
前
ま
で
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
着
分
。

 

利
用
に
際
し
て
の
上
限
回
数
：
受
講
ガ
イ
ド
Ｐ

.1
6
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 教
 
材

 
 

科
 
目

 
商
簿
・
工
簿
・
会
計
学
・
原
価
計
算
・
( 

 
 
 
 
 
) 

 ペ
ー
ジ
 
テ
キ
ス
ト

Ve
r
.(
 

 
 
 
 
) 

P.
( 

 
 

) 

 
※
該
当
箇
所
を
○
印
で
囲
み
、
コ
ー
ス
、
教
材
名
は
詳
し
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
教
材
名
の
な
い
も
の
、
試
験
対
策
と
直
接
関
係
の
な
い
質
問
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。 

※
質
問
カ
ー
ド
１
枚
に
つ
き
、
１
件
の
質
問
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
本
カ
ー
ド
が
複
数
枚
必
要
な
場
合
は
、
事
前
に
コ
ピ
ー
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 



   
＜
キ
リ
ト
リ
＞

 

 



「選べるe-GＩFT」
¥3,000分

(簿記検定講座以外の会員も可)

※複数名ご紹介いただく場合は、新規入会者おひとりにつき１回の
申請となります。

友人・知人の方をご紹介ください！

1級1級 新規入会者紹介制度
簿記検定講座

１級合格本科生・１級上級合格本科生
（３級・２級対策のコースでは紹介制度は実施しておりません。)　※学習メディアは問いません。

申請方法

特 典

新規入会者紹介制度
【紹介フォーム】から
WＥＢ申請する

【紹介フォーム】入力後、
返信メール＊が届く
それを新規入会者へ転送する

ＴＡＣ簿記検定講座へ入会する

紹介者から届いたメールにある
【申込フォーム】からWＥＢ申請する

新規入会者紹介制度【申込フォーム】申請後、
申請日の翌月末までに紹介者・新規入会者
それぞれに「選べるe-GＩFT」が届きます

0から始まる10桁のＴＡＣ会員番号をお持ちの方

●入会手続き後、１ヵ月以内にご申請ください。

e受付 郵送ＴＡＣ各校受付窓口

※在籍年度・在籍講座・在籍校舎・コースは問いません。
※特番会員（９から始まるTAC会員番号）の方は、当制度はご利用いただけません。

TAC簿記検定講座の1級本科生（通学・通信問わず）を
新規でお申込みされる方

※過去に、TAC簿記検定講座を受講したことがある方は
当制度はご利用いただけません。

紹介者 　　　　　　　　　　　　 新規
　　　　　　　　　　　　  入会者

ＴＡＣ 簿記検定講座の受講が初めての方

STEP

１

STEP

2
STEP

3

STEP

4

STEP

5

入会手続きはどれでもOK

適用コース

ＴＡＣ会員（　　　・　　　    会員）

入会者・紹介者に
電子マネーギフトプレゼント

＊紹介フォーム入力後、30分が経過しても返信メールが
　届かない場合、ご登録いただいたメールアドレスに誤りが
　あるか、迷惑メールに振り分けられている可能性があり
　ます。迷惑メールに振り分けられていない場合には、
　再度ご申請ください。





・株主優待制度、NEXT割引、法人割引、再受講割引など他の割引制度とステップアップ割引の併用はできません。
・大学生協等代理店では、日商簿記ステップアップ割引を利用してお申込みいただくことはできません。
・お申込みの際は、各資格講座パンフレットも合わせてご確認ください。

有効期限：2027年12月31日まで

注 意 事 項

受
講料 10%

ＯＦＦ!!
日 商 簿 記日 商 簿 記
ステップアップステップアップ

割 引割 引

受講料がお得になる！
簿記検定講座

・簿記検定講座本科生コース受講の方のみ利用可能な割引制度です。
・簿記検定講座単科・パック受講の方は対象外です。
・上記受講料は教材費・消費税10%を含みます。

簿記検定講座２級合格本科生 円

基礎マスター+上級コース簿記論 円

・ＴＡＣ受付窓口にてお申込みの場合は、

・郵送でのお申込みの場合は、
①各講座のパンフレット内の「講座申込書」
②「申込者ご本人様の簿記検定講座本科生会員証の写し（コピー）」
③「受講料振込控え」
をＴＡＣまでご郵送ください。入金額につきましては、ＴＡＣ各校またはカスタマーセンター
（0120-509-117）までお問い合わせください。
※上記①の申込書の割引額に10％割引額をご記入ください。

「本科生」で受講された方は

・簿記検定講座本科生コースへのステップアップ割引のご利用には、利用回数の制限は
ございません。

・簿記検定講座以外の講座へのステップアップ割引のご利用については、簿記検定講座
本科生１コースにつき１回のご利用となります。なお、簿記検定講座本科生コースへ
のステップアップと併用してのご利用も可能です。

・簿記検定講座本科生コースへのステップアップ割引のご利用には、有効期限はござい
ません。本科生受講期間中からご利用いただけます。

・簿記検定講座以外の講座へのステップアップ割引の利用期間は、本科生受講期間中
から受講された試験目標月最終日の翌年の同月最終日までとなります。

受付備え置きの「講座申込書」にご記入の上、「申込者ご本人様の簿記検定講座本科生
会員証」とともに受付窓口までご提出ください。お申込み時に、当割引制度利用の旨、
お申し出ください。

・インターネットでのお申込みの場合は、

235,000

☆マークはステップアップ割引が利用可能ですが、受験経験者向けのコースになりますのでご注意ください。
★「１級合格本科生」から「１級上級合格本科生」へのお申込みには、「再受講割引」をご利用ください。
※一部、日商簿記ステップアップ割引がご利用いただけない講座もございます。詳しくはＴＡＣ各校またはカスタマーセンター（0120-509-117）までお問い合わせください。

e受付（https://ec.tac-school.co.jp）より「e受付登録」をクリックし、ＴＡＣ会員認証後
にご希望のコースをご選択いただくと日商簿記ステップアップ割引が反映されます。

83,000 74,70074,700
211,500211,500円円

円円

税理士講座

たとえ
ば… 通学

講座

教室
講座

※ご利用には条件があります。詳細はe受付サイト（https://ec.tac-school.co.jp/）
の「割引について」をご確認ください。

e受付（インターネット
申込）からも当割引制度
を利用して申込可能！

利用可能回数

利用期限

申込方法

簿記検定講座本科生

1級合格本科生

1級上級合格本科生／1級アドバンス合格本科生

割引対象コース 簿記→簿記 or 簿記→他資格利用可能な方

3級合格本科生／3級合格本科生PLUS

3・2級ステップ合格本科生（ロング）

2級ダイレクト合格本科生

2級合格本科生

3・2級
ステップ
合格本科生

ー

ー

●

ー

ー

ー

2級
合格本科生

ー

ー

●

ー

ー

ー

1級
合格本科生

ー

ー

●

●

●

●

他資格の
対象講座※

●

●

●

●

●

●

1級上級
合格本科生

★

ー

☆

☆

☆

☆



5%
OFF

ご存知ですか？ TAC会員なら受講料が5％OFF！

NEXT割引
TACでは、他の資格に意欲的に挑戦する受講生の方々を応援します。
当割引制度は、次の資格講座を受講する際に通常受講料の5％OFFで
お申込みできる制度です。多くのTAC会員が活用している当制度を
ぜひご利用ください。

対象者・
対象コース

注意事項

2021年10月現在

●学習した知識を活かしダブルライセンスを狙いたい
●上位資格をめざし更なるステップアップをしたい
●時間の確保ができる今新たな資格に挑戦したい

●「0」または「9」で始まる10桁の会員番号をお持ちのTAC会員の方で、且つ2014年4月
1日以降のTACのお申込履歴がある方が対象となります。
●NEXT割引は各資格講座の各受講メディアの「本科生」「パック生」「コース生」を対象とさ
せていただきます。NEXT割引の対象になるかどうか不明の場合は各校受付窓口に直接
お問い合わせください。

利用方法

●各校受付窓口でお申込みされる際は、会員証をご持参ください。
●e受付でお申込みされる際は、登録手続きが必要となります。また、割引適用には条件が
あります。詳細はe受付サイトの「割引について」をご確認ください。
●郵送でお申込みされる際は、必ず会員証のコピーを封書に同封してください。

※同一講座内の再受講や継続受講で当割引制度を利用することはできません。またTACで実施する他の割引制
度との併用はできません。なお、「早期申込割引」などの、どなたでもご利用いただける期間限定の「キャンペー
ン受講料」との併用は可能です。
※NEXT割引の対象者および割引率は、予告なく変更となる場合がございます。
※すでにお申込みされた講座・コースについて、遡っての返金等の対応はいたしかねます。

こんな人に
オススメ

お申込みは受付窓口または　　　で！



✤お問い合わせ先一覧✤ 
「ＴＡＣ利用ガイド」「講座別受講ガイド」「TAC WEB SCHOOL」等をご覧の上でご不明な点が

ございましたら、お手数ですがお問い合わせをお願いいたします。 

なお、よくあるお問い合わせをまとめたサイトもご用意していますので、ご参照ください。 

 

お問い合わせ窓口一覧 
 https://www.tac-school.co.jp/toiawase 

 

 

よくあるご質問 
 https://faq.tac-school.co.jp/support/list/web/index.html 

 

 

お問い合わせ内容 お問い合わせ先 営 業 時 間 ※ 

教材内容、学習内容の質問に関

して 
通学メディア・通信メディア共通編「５質問・相談について」をご参照ください。 

TAC WEB SCHOOLの操作

方法に関して 
0120-065-355 

月～土・祝 

10：00～17：00 

※日曜休業 通信講座の教材発送（発送日確

認、落丁お取替え）に関して 
0120-509-194 

通信添削答案提出状況、教育訓

練給付制度提出対象答案に関

して 

03-5276-8534 

月～金 

10：00～17：00 

※土日祝日休業 

受講申込に関して 

各校受付 

ＴＡＣ ＭＡＰを参照してください。 

 

※インターネット申込はこちら 

https://ec.tac-school.co.jp/ 

※校舎により営業時間が異なり

ます。 

詳細は各校舎のＨＰをご確認く

ださい。 

ＴＡＣ出版書籍のご購入に関

して 

ＴＡＣ出版「オンラインストア」 

https://bookstore.tac-school.co.jp/ 
－ 

※電話による学習内容の質問は受け付けておりません。 

※営業時間は変更となる場合もございますのであらかじめご了承ください。 

⇒ 

⇒ 

https://www.tac-school.co.jp/toiawase
https://faq.tac-school.co.jp/support/list/web/index.html

